
Title 近世入木道書の生成と伝播 :
センチュリー文化財団蔵『松平定信旧蔵入木道書一式』『弘法大師書流系図』とその周辺

Sub Title The production and propagation of the books about calligraphy's secret in the Edo period : based
on Matsudaira Sadanobu kyuzo jubokudosho isshiki, Kobodaishi shoryu keizu owned by Century
cultural foundation, and related materials

Author 一戸, 渉(Ichinohe, Wataru)
Publisher 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫

Publication year 2014
Jtitle 斯道文庫論集 (Bulletin of the Shidô Bunko Institute). No.49 (2014. ) ,p.239- 278 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00106199-20140000-

0239

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


─ 239 ─

は
じ
め
に

　

二
〇
〇
八
年
度
よ
り
斯
道
文
庫
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文

化
財
団
の
所
蔵
資
料
に
は
実
に
豊
富
な
入
木
道
書
が
含
ま
れ
て
お
り
、
質

と
量
と
も
に
国
内
有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
当
該
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
近
代
に
な
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
個
々
の

伝
来
や
資
料
的
性
格
な
ど
未
詳
の
部
分
が
少
な
く
な
い
。
本
稿
は
、
そ
う

し
た
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
託
品
に
含
ま
れ
る
入
木
道
書
の
う
ち
、

寛
政
の
改
革
を
主
導
し
た
将
軍
補
佐
兼
老
中
に
し
て
、
要
職
を
退
い
て
か

ら
は
古
書
画
・
古
器
旧
物
の
調
査
蒐
集
や
歌
文
の
創
作
な
ど
の
文
雅
の
世

界
へ
と
愈
々
深
く
耽
溺
し
て
い
っ
た
、
陸
奥
白
河
藩
三
代
藩
主
松
平
定
信

の
旧
蔵
と
の
伝
来
を
持
つ
一
群
の
資
料
を
対
象
と
し
て
総
合
的
な
検
証
を

行
い
、
加
え
て
当
該
資
料
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
『
弘
法
大
師
書
流
系

図
』
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
入
木
道
書
に
も
論
及
し
つ
つ
、
近
世

後
期
、
と
り
わ
け
寛
政
期
前
後
に
お
け
る
入
木
道
書
の
生
成
と
伝
播
の
諸

相
を
窺
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
資
料
の

多
く
は
二
〇
一
四
年
十
一
月
に
企
画
・
開
催
し
た
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財

団
寄
託
品
展
覧
会
「
書
と
生
き
る
―
江
戸
人
の
文
雅
愛
好
」
に
出
品
し
た

も
の
で
あ
る
。
当
該
展
覧
会
に
際
し
て
発
行
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
も
稿

者
は
そ
れ
ら
の
資
料
の
解
説
文
を
執
筆
し
て
い
る（

（
（

。
と
は
い
え
そ
こ
で
は

紙
幅
の
制
約
上
細
か
な
考
証
な
ど
に
及
ぶ
こ
と
を
得
ず
、
今
回
改
め
て
稿

近
世
入
木
道
書
の
生
成
と
伝
播

―
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
『
松
平
定
信
旧
蔵
入
木
道
書
一
式
』『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』

と
そ
の
周
辺
―

一　

戸　

渉
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を
起
こ
す
こ
と
と
し
た
。
以
下
の
論
述
に
は
そ
れ
ら
の
展
示
解
説
と
一
部

に
重
複
す
る
内
容
（
あ
る
い
は
、
そ
の
後
の
調
査
に
基
づ
く
修
正
）
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。

一
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
『
松
平
定
信
旧
蔵

入
木
道
書
一
式
』
の
概
要
と
伝
来

　
『
松
平
定
信
旧
蔵
入
木
道
書
一
式
』
の
斯
道
文
庫
に
お
け
る
請
求
記
号
は
、

セ
二
四
二
─

〇
二
三
─

一
〜
一
一
。
冊
子
装
六
冊
、
巻
子
装
五
軸
、
計
十

一
点
の
入
木
道
書
が
一
合
の
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
箱
に
つ
い

て
記
述
し
よ
う
。

　

箱
は
木
製
で
被
せ
蓋
式
。
全
面
に
木
地
呂
漆
を
塗
る
。
近
世
後
期
製
作

か
。
青
緑
色
の
紐
付
帯
。
寸
法
は
縦
四
〇
・
二
×
横
二
九
・
八
×
高
さ
八
・

二
糎
。
蓋
の
表
左
下
及
び
底
面
下
方
中
央
部
の
二
箇
所
に
黒
漆
を
用
い
て

「
桒
名
／
用
部
屋
」
と
の
文
字
あ
り
。
蓋
に
貼
紙
三
紙
が
認
め
ら
れ
、「
入

木
道
秘
書
／
松
平
楽
翁
／
旧
蔵
本
」
と
墨
書
あ
る
一
紙
は
ご
く
近
年
の
も

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
新
戸
／
二
」「
長
格
／
八
／
三
箱
ノ
内
」
と
の
墨
書

が
あ
る
二
紙
は
や
や
古
く
、
近
世
末
か
ら
明
治
期
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る

（
こ
の
ほ
か
、
斯
道
文
庫
に
お
い
て
付
し
た
請
求
記
号
を
記
し
た
貼
紙
が

あ
る
が
省
略
す
る
）。

　

右
の
箱
内
に
以
下
の
十
一
点
の
書
物
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
便
宜
上
、

現
状
の
請
求
記
号
の
枝
番
号
順
に
書
誌
的
事
項
を
略
記
す
る
。

　　
　
　

①　

森
尹
祥
著
『〔
賢
聖
障
子
董
仲
舒
賈
誼
小
伝
並
に
書
論
〕』

　

巻
子
装
。
一
軸
。〔
近
世
後
期
〕
写
。〔
森
尹
祥
〕
筆
。
濃
茶
雲
龍
紙
表

紙
。
紙
高
三
四
・
七
糎
。
内
題
・
外
題
共
に
欠
。
巻
頭
識
語
「
尹
祥
云
這

小
伝
時
代
筆
写
共
以
不
詳
／
書
体
楷
行
可
謂
優
美
」
に
続
い
て
賢
聖
障
子

に
お
け
る
董
仲
舒
・
賈
誼
の
小
伝
の
双
鉤
摸
写
と
尹
祥
の
「
右
筆
法
師
伝

以
真
書
可
書
行
を
少
々
帯
る
は
不
苦
草
書
は
禁
之
（
中
略
）
源
尹
祥
謹
記

之
」
云
々
と
あ
る
奥
書
を
兼
ね
た
長
文
の
書
論
か
ら
成
る
が
年
記
欠
。

　
　
　

②
『
点
画
法　

持
明
院
家
伝
書
』

　

巻
子
装
。
一
軸
。〔
近
世
後
期
〕
写
。
薄
藍
地
水
玉
文
後
補
表
紙
。
紙

高
二
六
・
七
糎
。
外
題
「
点
画
法　

持
明
院
家
伝
書
」（
墨
流
紙
後
補
書

題
簽
）。
内
容
は
「
十
二
点
之
変
」「
雑
点
之
諸
変
」「
散
行
三
十
六
法
」「
習

学
の
事
」
か
ら
成
る
。「
右
世
尊
寺
家
点
法
悉
く
埋
墨
善
の
法
に
し
て
額

法
の
筆
意
な
り
心
を
尽
し
て
考
習
ふ
へ
き
も
の
也
」
云
々
の
無
署
名
奥
書

あ
り
。

　
　
　

③
『
道
風
百
八
字
形
』
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巻
子
装
。
一
軸
。〔
近
世
後
期
〕
写
。
薄
茶
地
水
玉
文
後
補
表
紙
。
紙

高
二
七
・
四
糎
。
外
題
「
道
風
百
八
字
形
」（
墨
流
紙
後
補
書
題
簽
）。
双

鉤
摸
写
。　

　
　
　

④
『
真
行
草
書
口
訣
』

　

巻
子
装
。
一
軸
。〔
近
世
後
期
〕
写
。
薄
茶
地
水
玉
文
後
補
表
紙
。
紙

高
二
六
・
六
糎
。
外
題
「
真
行
草
書
口
訣
」（
墨
流
紙
後
補
書
題
簽
）。
内

題
「
真
行
草
書
口
訣
」。

　
　
　

⑤
『
詩
歌
書
法
』

　

巻
子
装
。
一
軸
。〔
近
世
後
期
〕
写
。〔
森
尹
祥
〕
筆
。
墨
流
紙
後
補
表

紙
。
紙
高
二
七
・
三
糎
。
外
題
「
詩
歌
書
法　

一
」（
薄
藍
地
水
玉
後
補

書
題
箋
）。
本
文
と
同
筆
で
「
詩
歌
書
法　

一
」
と
墨
書
あ
る
原
題
簽
と

思
し
き
一
紙
を
巻
頭
に
貼
る
。
巻
頭
識
語
「
此
一
巻
ま
き
も
の
ゝ
書
法
な

り
卦
（
マ
マ
・
罫
カ
）
引
は
紙
の
継
目
也
。
紙
め
へ
か
ゝ
ら
ぬ
様
に
書
し

を
伝
授
と
す
る
な
り
」。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
一
部
の
散
し
書
き
例
。

　
　
　

⑥
『
短
冊
書
法
』

　

巻
子
装
。
一
軸
。
墨
流
紙
後
補
表
紙
。
紙
高
三
五
・
九
糎
。
外
題
「
短

冊
書
法
」（
薄
藍
地
水
玉
後
補
書
題
箋
）。
内
題
欠
。「
後
宇
多
院
宸
翰
」

等
と
注
記
あ
る
短
冊
十
五
葉
の
模
写
。

　
　
　

⑦
森
尹
祥
著
『
武
家
懐
紙
端
造
之
事
』

　

長
帳
綴
。
横
本
。
一
冊
。〔
近
世
後
期
〕
写
。
森
尹
祥
筆
。
墨
流
紙
後

補
表
紙
。
一
六
・
八
×
二
三
・
四
糎
。
外
題
欠
。
内
題
「
武
家
懐
紙
端
造

之
事
」。
印
記
「
志
気
／
美
印
」（
印
主
・
小
松
茂
美
）。
奥
書
「
此
書
者

以
相
承
一
親
王
大
臣
家
納
言
家
之
会
准
武
家
之
格
式
述
之
為
愚
息
公
風
嫡

孫
繁
充
稽
古
書
之
本
文
之
中
禁
詞
多
有
之
故
雖
門
人
猥
不
可
及
他
見
深
蔵

書
窓
而
可
令
披
覧
者
也
／
陸
奥
冠
者
義
隆
二
十
一
代
孫
／
入
木
道
相
承
源

尹
祥
誌
之
」。

　
　
　

⑧
賀
茂
保
考
書
『
悠
紀
主
基
御
屏
風
本
文
』

　

袋
綴
装
。
大
本
。
一
冊
。〔
近
世
後
期
〕
写
。
薄
茶
地
水
玉
文
後
補
表

紙
。
二
七
・
五
×
二
〇
・
一
糎
。
外
題
「
甲
斐
守
保
考
筆
写
／
悠
紀
主
基

御
屏
風
本
文
」（
墨
流
紙
後
補
書
題
簽
）。
共
紙
内
原
表
紙
外
題
「
悠
紀
主

基
御
屏
風
本
文
〈
甲
斐
守
保
考
／
筆
写
〉」（
本
文
と
は
別
筆
）。
内
題
欠
。

印
記
「
志
気
／
美
印
」（
印
主
・
小
松
茂
美
）。
天
明
七
年
の
光
格
天
皇
の

大
嘗
祭
に
用
い
ら
れ
た
悠
紀
主
基
屏
風
の
色
紙
形
の
摸
写
。「
従
儀
同
様

御
物
受
御
図
品
御
目
録
写
」
云
々
と
あ
る
一
紙
付
帯
（
本
文
と
は
別
筆
）。

　
　
　

⑨
伝
空
海
著
・
屋
代
弘
賢
校
注
『
執
筆
法
』

　

袋
綴
装
。
大
本
。
一
冊
。
寛
政
二
年
序
刊
。
薄
茶
地
水
玉
文
後
補
表
紙
。

二
六
・
七
×
一
八
・
七
糎
。
後
補
表
紙
外
題
「
高
野
大
師
真
跡
書
訣
」（
墨

流
紙
後
補
書
題
簽
）。
内
表
紙
外
題
「
高
野
大
師
真
跡
書
訣
」（
原
刷
題
簽
）。
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内
題
「
執
筆
法
」。
寛
政
二
年
七
月
二
十
六
日
屋
代
弘
賢
序
。
無
刊
記
。

賀
茂
保
考
説
書
入
あ
り
。「
執
筆
法
并
附
録
／
他
見
不
許
者
也
／
此
書
入

賀
茂
保
考
以
自
筆
之
本
写
之
」
と
墨
書
あ
る
紙
片
付
帯
（
書
入
と
同
筆
）。

印
記
「
立
教
館
図
書
印
」（
印
主
・
桑
名
藩
藩
校
）「
志
気
／
美
印
」（
印

主
・
小
松
茂
美
）。

　
　
　

⑩
『〔
行
幸
詩
歌
御
会
抜
書
〕』

　

長
帳
綴
。
横
本
。
一
冊
。〔
近
世
後
期
〕
写
。〔
森
尹
祥
〕
筆
。
墨
流
紙

後
補
表
紙
。
一
六
・
四
×
二
三
・
〇
糎
。
外
題
・
内
題
共
に
欠
。
印
記
「
志

気
／
美
印
」（
印
主
・
小
松
茂
美
）。
奥
書
「
以
上
御
会
諸
家
に
あ
る
事
故

に
人
数
和
哥
等
略
之
只
端
作
の
意
味
能
々
相
糺
し
記
之
畢
」。
室
町
期
か

ら
近
世
前
期
に
か
け
て
の
複
数
の
行
幸
詩
歌
会
・
和
歌
御
会
等
の
抜
書
。

　
　
　

⑪
森
尹
祥
著
『〔
懐
紙
書
法
〕』　

　

長
帳
綴
。
横
本
。
一
冊
。〔
近
世
後
期
〕
写
。〔
森
尹
祥
〕
筆
。
墨
流
紙

後
補
表
紙
。
一
六
・
四
×
二
二
・
九
糎
。
外
題
・
内
題
欠
。
印
記
「
志
気

／
美
印
」（
印
主
・
小
松
茂
美
）。

　

叙
上
の
書
誌
的
事
項
に
基
づ
き
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
入
木
道
書
群
の
資
料

的
性
格
、
と
り
わ
け
松
平
定
信
旧
蔵
と
い
う
伝
来
に
関
し
て
以
下
に
検
証

を
試
み
た
い
。

　

こ
れ
ら
十
一
点
の
書
物
は
、
①
を
除
き
、
い
ず
れ
も
表
紙
及
び
題
簽
に

同
趣
の
墨
流
な
い
し
水
玉
料
紙
が
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
②

〜
⑥
及
び
⑧
・
⑨
の
表
紙
の
題
簽
に
書
か
れ
た
文
字
は
同
筆
で
、
し
か
も

い
ず
れ
の
資
料
の
本
文
の
手
と
も
異
な
る
。
加
え
て
⑤
巻
頭
に
貼
ら
れ
た

原
題
簽
と
思
し
き
一
紙
や
、
⑪
の
内
表
紙
に
貼
ら
れ
た
「
高
野
大
師
真
跡

書
訣
」
と
刷
ら
れ
た
原
題
簽
の
存
在
か
ら
、
こ
の
墨
流
及
び
水
玉
料
紙
を

用
い
た
表
紙
・
題
簽
は
い
ず
れ
も
原
装
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
改
装
後
の

も
の
と
判
断
し
て
よ
い
。
た
だ
し
改
装
時
期
は
近
年
の
こ
と
で
は
な
く
近

世
後
期
に
施
さ
れ
た
処
置
で
あ
ろ
う
。
と
ま
れ
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
少
な

く
と
も
②
〜
⑪
が
一
具
の
入
木
道
書
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
一
所
に
伝
わ
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
加
え
て
、
桑
名
藩
藩
校
の
蔵
書
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
「
立
教
館
図
書
印
」
の
印
記
が
⑨
に
存
し
、
箱
の
漆

文
字
「
桒
名
／
用
部
屋
」
か
ら
、
こ
れ
ら
が
桑
名
藩
主
松
平
家
の
蔵
書
で

あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
桑
名
藩
松
平
家

の
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
定
信
の
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。「
入
木
道
秘
書
／
松
平
楽
翁
／
旧
蔵
本
」
と
墨

書
あ
る
箱
の
貼
紙
も
、
既
述
の
通
り
ご
く
近
年
の
も
の
で
あ
っ
て
、
定
信

当
人
と
の
関
係
を
は
っ
き
り
と
示
す
要
素
は
当
該
資
料
群
に
は
備
わ
ら
な

い（
（
（

。
念
の
た
め
に
述
べ
て
お
く
が
、
定
信
自
身
が
桑
名
藩
主
で
あ
っ
た
こ
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と
は
な
く
、
文
政
六
年
に
定
信
の
嫡
男
定
永
が
白
河
藩
か
ら
桑
名
藩
へ
の

転
封
を
果
た
し
て
い
る
も
の
の
、
定
信
は
そ
の
六
年
後
の
文
政
十
二
年
に

没
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
明
ら
か
に
同
一
の
手
で
筆
写
さ
れ
て
い
る

①
⑤
⑦
⑩
⑪
の
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
点
の
筆
跡
は
、
い
ず
れ
も
幕
府

書
道
師
範
で
定
信
と
も
交
流
の
深
い
、
持
明
院
流
の
書
家
森
尹ま
さ
よ
し祥
の
も
の

と
目
さ
れ
る（

（
（

。
尹
祥
著
『
書
道
訓
』（
寛
政
三
、
四
年
成
）
に
、

今
白
川
の
太
守
、
将
軍
御
補
佐
の
臣
と
し
て
、
文
武
忠
孝
を
諸
臣
に

は
げ
ま
さ
せ
給
ひ
、
ふ
か
く
す
た
れ
た
る
を
起
し
、
邪
を
さ
け
、
正

を
挙
給
ひ
、
少
し
の
暇
な
き
を
も
い
と
ひ
玉
は
ず
、
寛
政
初
の
秋
よ

り
入
木
道
を
好
み
給
ひ
、
尹
祥
家
伝
の
書
を
家
士
の
門
人
に
命
じ
て

写
さ
し
め
給
ふ
、
是
則
太
平
の
御
代
の
上
策
な
り
、
貴
と
む
べ
し
あ

ふ
ぐ
べ
し（

（
（

。

と
あ
っ
て
、
寛
政
の
初
め
よ
り
定
信
が
家
臣
に
命
じ
て
尹
祥
の
所
持
す
る

入
木
道
書
を
書
写
さ
せ
て
い
た
事
実
が
確
認
で
き
、
ま
た
定
信
自
身
、
寛

政
五
年
十
一
月
に
は
京
の
持
明
院
家
に
誓
詞
を
提
出
し
て
い
る
が（

（
（

、
こ
れ

も
恐
ら
く
は
江
戸
の
地
に
お
い
て
持
明
院
流
入
木
道
を
盛
ん
に
喧
伝
し
て

い
た
尹
祥
の
手
引
き
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
に
引
い
た
『
書
道

訓
』
自
体
、
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
寛
政
四
年
六
月
下
旬
に
尹
祥
が
定
信
に

献
上
し
た
も
の
と
の
由
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
尹
祥
は
桑
名
へ
の
転
封
以
前
の
寛
政
十
年
三
月
十
四
日
に
五

十
九
歳
で
没
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
先
述
し
た
定
信
と
尹
祥
と

の
関
係
の
近
し
さ
に
鑑
み
て
も
、
少
な
く
と
も
①
⑤
⑦
⑩
⑪
に
関
し
て
は

尹
祥
が
定
信
へ
と
直
接
献
上
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
だ
と
す

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
資
料
群
は
定
信
か
ら
定
永
へ
と
受
け
継
が
れ
た
、
桑
名

松
平
家
の
蔵
書
の
一
部
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
傍
証
と
し
て
定
信
旧

蔵
書
に
円
印
「
桑
名
」
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
遺
存
す
る
こ
と
を

言
い
添
え
て
お
こ
う
。
⑨
に
の
み
藩
校
の
印
記
が
あ
る
理
由
は
、
恐
ら
く

刊
本
で
あ
る
が
ゆ
え
に
藩
校
の
蔵
書
と
し
て
利
用
さ
れ
た
時
期
が
あ
り
、

そ
の
折
に
捺
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
く
。

二
、
森
尹
祥
筆
写
本
に
関
す
る
諸
問
題

　

先
に
①
⑤
⑦
⑩
⑪
の
五
点
の
写
本
に
関
し
て
、
持
明
院
流
の
書
家
森
尹

祥
が
定
信
の
た
め
に
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
と
は
い
え
、

こ
れ
ら
の
資
料
は
い
ず
れ
も
筆
写
時
期
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
奥
書
を
有

し
て
お
ら
ず
、
各
々
の
成
立
事
情
な
ど
は
依
然
と
し
て
不
分
明
で
あ
る
。

た
だ
し
、
①
の
尹
祥
著
『〔
賢
聖
障
子
董
仲
舒
賈
誼
小
伝
並
に
書
論
〕』
に
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関
し
て
は
、
あ
る
程
度
ま
で
成
立
時
期
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

先
述
の
通
り
、
同
書
は
紫
宸
殿
の
賢
聖
障
子
上
部
を
飾
る
色
紙
形
に
書

か
れ
る
董
仲
舒
・
賈
誼
の
銘
及
び
小
伝
の
双
鉤
摸
写
に
、
尹
祥
が
長
文
の

書
論
風
奥
書
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
奥
書
の
末
尾
近
く
に
「
尹

祥
は
古
伝
を
深
く
信
し
て
岡
本
甲
斐
守
保
考
に
一
年
先
達
而
尾
張
亜
相
公

の
御
屏
風
の
小
伝
を
は
古
法
を
以
て
書
た
る
也
」
と
の
一
文
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
尹
祥
は
、
復
古
様
式
で
の
造
営
で
知
ら
れ
る
寛
政
度
内
裏
の
賢
聖

障
子
の
色
紙
形
に
小
伝
を
揮
毫
し
た
書
博
士
賀
茂
（
岡
本
）
保
考
に
一
年

先
ん
じ
て
、
尾
張
徳
川
家
の
要
請
で
屏
風
に
仕
立
て
ら
れ
た
賢
聖
像
の
小

伝
を
書
し
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
尹
祥
の
言
か

ら
は
保
考
に
対
す
る
先
鋭
な
対
抗
意
識
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
尹
祥
が
述
べ
て

い
る
事
実
の
検
証
に
進
み
た
い
。

　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
『
賢
聖
障
子
東
西
間
小
伝
事
讃（

（
（

』
は
寛
政

度
内
裏
の
賢
聖
障
子
銘
に
関
す
る
記
録
だ
が
同
書
の
、

　
　

賢
聖
障
子
小
伝
色
紙
形
泥
絵　

住
吉
内
記
画
之

　
　

小
伝　

寛
政
六
年
冬
十
月
書
博
士
保
考
書
之

　
　
　
　
　

同
年
閏
十
一
月
廿
三
日
被
押
之

と
の
記
事
か
ら
、
保
考
が
銘
及
び
小
伝
を
認
め
た
の
は
寛
政
六
年
十
月
の

こ
と
と
わ
か
る
。
な
お
同
書
に
よ
れ
ば
小
伝
の
本
文
自
体
は
文
章
博
士
で

あ
っ
た
高
辻
福
長
と
五
条
為
徳
の
両
者
が
寛
政
二
年
十
月
に
は
す
で
に
勘

申
を
済
ま
せ
て
い
て
、
保
考
が
そ
れ
を
色
紙
形
に
実
際
に
揮
毫
す
る
ま
で

に
は
実
に
四
年
も
の
間
隔
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
間
の
事
情
に

つ
い
て
は
後
節
で
述
べ
る
。
さ
て
、
こ
の
保
考
に
一
年
先
ん
じ
た
と
い
う

の
だ
か
ら
、
尹
祥
が
尾
張
徳
川
家
の
要
請
で
賢
聖
銘
を
書
い
た
時
期
は
寛

政
五
年
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
事
実
、
寛
政
六
年
正
月
の
年
記
あ
る
柴

野
栗
山
『
紫
宸
殿
賢
聖
障
子
画
摸
本
屏
風
記
』（
徳
川
美
術
館
蔵
）
の
「
今

使
住
吉
広
行
板
谷
広
当
摸
取
一
本
、
森
尹
祥
題
辞
其
首
装
為
八
曲
屏
四
帖

以
蔵
焉
」
云
々
と
あ
る
記
事（

（
（

に
基
づ
き
、
尾
張
徳
川
家
九
代
当
主
宗
睦
の

意
向
で
製
作
さ
れ
た
賢
聖
障
子
の
摸
本
の
銘
を
森
尹
祥
が
揮
毫
し
た
こ
と
、

同
じ
く
徳
川
宗
睦
の
発
案
で
製
作
さ
れ
た
名
古
屋
東
照
宮
所
蔵
『
東
照
宮

縁
起
絵
巻
』
の
詞
書
の
執
筆
も
ま
た
尹
祥
が
務
め
て
お
り
、
尾
張
藩
家
老

成
瀬
正
典
に
よ
る
寛
政
六
年
六
月
の
年
記
あ
る
当
該
絵
巻
の
奥
書
に
「
去

年
も
此
と
の
ゝ
賢
聖
障
子
の
う
つ
し
の
色
紙
か
た
を
も
か
ゝ
せ
ら
れ
し
人

な
り
」
と
の
尹
祥
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
と
の
指
摘
が
鎌
田
純
子
に
よ
っ

て
な
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
以
上
よ
り
①
の
成
立
時
期
を
、
保
考
が
小
伝
を
認
め

た
寛
政
六
年
末
か
ら
、
尹
祥
が
没
す
る
寛
政
十
年
三
月
ま
で
に
狭
め
る
こ

と
が
で
き
よ
う
が
、
と
は
い
え
こ
れ
以
上
の
時
期
の
特
定
は
現
時
点
で
は
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難
し
く
、
後
考
を
俟
つ
次
第
で
あ
る
。

　

ま
た
尹
祥
筆
写
本
の
う
ち
⑦
⑩
⑪
は
そ
れ
ぞ
れ
内
容
上
の
関
連
性
が
強

い
。
ま
ず
⑦
の
尹
祥
著
『
武
家
懐
紙
端
造
之
事
』
は
主
に
武
家
に
お
け
る

和
歌
懐
紙
及
び
歌
会
作
法
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に

次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

社
人
の
官
位
の
事
、
懐
紙
に
は
無
詮
事
也
（
朱
頭
書
・
此
一
件
ハ
関

東
之
御
議
定
ヲ
貴
重
而
述
之
）。
懐
紙
は
官
次
第
に
か
さ
ぬ
れ
共
御

旗
本
無
官
の
面
々
、（
傍
記
・
権
門
へ
伺
公
の
時
）
何
程
小
禄
に
て

も
客
の
会
釈
也
。
社
人
は
或
正
三
位
、
又
正
四
位
下
公
古
か
類
に
て

も
参
上
也
。
故
に
開
門
な
き
也
。
先
年
忠
以
朝
臣
の
会
（
朱
頭
書
・

忠
以
朝
臣
ハ
従
四
位
下
、
公
古
ハ
正
四
位
下
也
）
に
公
古
出
席
懐
紙

あ
り
。
尹
祥
に
か
さ
ぬ
へ
き
よ
し
也
。
尹
祥
い
は
く
、
位
の
順
に
候

へ
は
主
人
の
上
也
。
左
に
は
不
可
成
。
尹
祥
小
禄
と
い
へ
共
権
門
へ

伺
候
の
時
は
客
也
。
公
古
は
参
上
故
に
一
席
に
は
不
居
也
。
然
時
は

正
四
位
下
に
て
も
あ
れ
、
尹
祥
か
上
座
は
不
成
。
千
蔭
（
朱
傍
記
・

町
与
力
也
）
な
と
か
上
に
を
き
可
然
旨
申
て
か
さ
ね
し
也
。
是
等
は

末
席
に
て
正
四
位
下
も
如
何
の
事
也
。
宇
佐
公
古
と
の
み
有
。
広
く

す
へ
て
の
社
人
此
趣
に
可
有
覚
悟
。
小
禄
と
い
へ
と
も
御
紋
着
用
の

面
々
御
威
光
右
の
こ
と
し
。
夫
を
不
案
内
の
社
人
、
僧
、
医
師
、
隠

居
等
、
小
禄
の
御
旗
本
へ
失
礼
す
る
族
、
間
々
有
之
。
黒
白
は
権
門

へ
伺
公
の
時
、
分
明
也
。

右
は
江
戸
に
お
い
て
武
家
が
主
催
す
る
歌
会
で
の
序
列
に
つ
い
て
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。
通
例
の
歌
会
作
法
で
は
官
位
の
低
い
順
に
下
か
ら
懐
紙
を

重
ね
て
ゆ
く
わ
け
だ
が
、
官
位
を
持
つ
社
家
と
無
官
の
旗
本
と
が
同
席
し

た
際
、
い
か
に
し
て
序
列
を
決
め
る
の
か
に
つ
い
て
、
尹
祥
は
大
名
家
な

ど
権
門
の
邸
宅
へ
伺
候
す
る
際
の
扱
い
に
準
じ
て
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
旗
本
な
ら
ば
無
官
で
も
正
式
な
客
と
し
て
迎
え
ら

れ
る
が
、
社
家
の
場
合
は
た
と
え
三
位
や
四
位
で
あ
っ
て
も
客
と
し
て
扱

わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
参
上
申
し
上
げ
る
と
い
う
形
を
と
る
た

め
に
開
門
も
な
い
の
だ
か
ら
、
お
の
ず
と
序
列
は
明
ら
か
な
の
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
尹
祥
は
姫
路
藩
主
で
尹
祥
の
書
の
門
弟
で
も
あ
っ
た

酒
井
忠
以
主
催
の
歌
会
に
お
い
て
宇
佐
大
宮
司
の
到
津
公
古
と
同
席
し
た

折
の
出
来
事
と
し
て
、
尹
祥
の
懐
紙
の
上
に
正
四
位
下
の
公
古
の
懐
紙
が

重
ね
ら
れ
よ
う
と
し
た
際
、
官
位
順
で
は
公
古
は
主
人
の
忠
以
（
官
位
は

従
四
位
下
）
よ
り
上
と
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
し
、
先
述
の
権
門
へ
の
伺
候

の
際
の
扱
い
か
ら
す
れ
ば
幕
臣
た
る
尹
祥
よ
り
公
古
の
序
列
が
上
で
あ
っ

て
は
な
ら
ず
、
町
与
力
の
橘
千
蔭
な
ど
の
上
あ
た
り
が
適
当
な
の
で
あ
っ

て
、
懐
紙
の
署
名
に
も
官
位
は
記
さ
ず
姓
名
の
み
と
す
べ
き
で
あ
る
と
主
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張
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

右
の
記
事
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
が
入
り
交
じ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た

当
時
の
江
戸
歌
壇
に
あ
っ
て
、
と
く
に
官
位
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
扱
い
が

い
さ
さ
か
厄
介
で
あ
る
社
家
と
武
家
の
序
列
に
つ
い
て
一
定
の
指
針
を
示

し
た
、
至
っ
て
実
践
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
徳
川
幕
府
内

に
お
け
る
武
家
の
序
列
を
朝
廷
の
発
給
す
る
官
位
の
序
列
に
優
越
さ
せ
て

い
る
点
な
ど
、
本
書
が
江
戸
の
武
家
向
け
に
特
化
し
た
入
木
道
書
と
し
て

執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
な
お
こ
の
忠
以
主
催
の
歌
会
の

開
催
時
期
は
、
到
津
公
古
が
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
た
の
が
天
明
三
年
二
月

二
日
で
あ
り（

（
（

、
ま
た
酒
井
忠
以
は
寛
政
二
年
七
月
に
没
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
間
の
い
ず
れ
か
で
は
あ
ろ
う
が
い
ま
特
定
す
る
材
料
を
持
た
な
い
。

　

さ
て
、
右
と
一
連
の
も
の
と
思
し
い
記
事
が
⑪
『〔
懐
紙
書
法
〕』
に
も

見
え
る
。
尹
祥
は
同
書
で
、
江
戸
に
て
武
家
が
主
催
す
る
歌
会
に
お
い
て

は
御
三
家
・
御
三
卿
を
親
王
、
老
中
を
摂
関
家
、
国
持
衆
を
大
臣
、
城
主

を
大
中
納
言
、
平
大
名
を
参
議
、
万
石
以
下
・
御
目
見
以
上
・
小
禄
共
を

殿
上
人
、
御
目
見
以
下
を
地
下
人
に
そ
れ
ぞ
れ
準
え
て
序
列
を
決
す
べ
き

旨
を
述
べ
た
後
、

中
原
大
外
記
、
地
下
官
人
の
棟
梁
な
れ
と
も
御
老
若
へ
は
参
上
也
。

開
門
無
之
。
す
へ
て
御
目
見
以
下
乃
会
見
也
。
尹
祥
眼
前
に
見
聞
す

る
所
也
。
御
旗
奉
行
笹
本
忠
省
朝
臣
に
て
も
開
門
せ
す
。
酒
も
呑
て

さ
へ
な
し
よ
し
。
尹
祥
へ
直
談
也
。
前
に
述
る
東
都
地
下
人
を
御
目

見
以
下
に
准
せ
し
。
尹
祥
所
存
不
相
当
か
。
如
何
如
何
。

と
、
自
説
の
妥
当
性
を
、
老
中
及
び
若
年
寄
の
許
へ
伺
候
す
る
際
に
地
下

官
人
の
押
小
路
（
中
原
）
師
資
と
、
御
目
見
以
下
の
御
家
人
笹
本
忠
省（
（（
（

と

の
扱
い
が
同
列
で
あ
っ
た
と
い
う
事
例
に
求
め
て
い
る
。

　

か
く
見
て
く
れ
ば
、
⑦
と
⑪
は
共
に
江
戸
で
の
武
家
主
催
の
歌
会
作
法

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
具
体
例
を
紹
介
し
つ
つ
ひ
と
つ
の
指
針

を
示
そ
う
と
し
た
書
物
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
こ
う

し
た
内
容
面
で
の
近
さ
の
み
な
ら
ず
形
態
面
に
お
い
て
も
共
に
長
帳
綴
で

寸
法
も
極
め
て
近
い
。
そ
の
上
で
同
趣
の
長
帳
綴
で
寸
法
も
近
い
⑩
『〔
行

幸
詩
歌
御
会
懐
紙
〕』
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
一
見
雑
然
と
し
た
歌
会

記
録
の
抜
書
に
も
見
え
る
該
書
も
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
足
利
将

軍
ら
と
皇
族
・
公
卿
と
が
共
に
出
詠
し
た
歌
会
や
天
正
十
六
年
四
月
の
聚

楽
第
へ
の
後
陽
成
院
行
幸
の
折
の
歌
会
に
お
け
る
秀
吉
ら
の
和
歌
懐
紙
の

摸
写
な
ど
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
武
家
主
催
の
歌
会
に
お
け
る
懐
紙
書
法

の
参
考
例
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
見
做
す
ほ
か
な
い
。
以
上
よ
り
、

⑦
⑩
⑪
の
三
点
は
定
信
に
献
上
す
べ
く
尹
祥
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
筆
写
し
た

も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
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残
る
⑤
『
詩
歌
書
法
』
に
関
し
て
は
遺
憾
な
が
ら
成
立
時
期
を
推
定
す

る
た
め
の
手
掛
か
り
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
現
状
の
料

紙
（
い
ず
れ
も
楮
紙
）
の
風
合
や
文
字
の
筆
致
な
ど
か
ら
①
⑤
⑦
⑩
⑪
の

五
点
の
筆
写
時
期
が
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
く
、
唯
一
そ

の
成
立
時
期
を
限
定
で
き
る
①
に
基
づ
い
て
、
ほ
か
の
四
点
も
同
様
に
寛

政
六
年
末
か
ら
寛
政
十
年
三
月
頃
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
成
っ
た
も
の
と
、

と
り
あ
え
ず
は
推
定
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
だ
と
す
れ
ば
こ
れ
ら
は

定
信
が
将
軍
補
佐
な
ら
び
に
老
中
職
を
退
い
た
寛
政
五
年
七
月
二
十
三
日

以
後
に
尹
祥
が
献
上
し
た
入
木
道
書
（
あ
る
い
は
そ
の
一
部
）
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
既
述
の
通
り
同
年
十
一
月
に
定
信
は
持

明
院
家
に
誓
詞
を
提
出
し
、
正
式
に
入
門
の
礼
を
執
っ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
時
期
に
定
信
が
入
木
道
に
深
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は

疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
、
田
安
徳
川
家
蔵
入
木
道
資
料
と
の
関
係

　

森
尹
祥
の
筆
写
本
と
目
さ
れ
る
叙
上
の
五
点
以
外
に
目
を
転
じ
た
い
。

残
る
六
点
は
い
ず
れ
も
入
木
道
書
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
が
、
⑧

⑨
が
共
に
賀
茂
保
考
に
関
係
す
る
資
料
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
内
容
自
体

に
は
さ
し
て
共
通
点
を
認
め
ら
れ
ず
、
本
文
の
筆
跡
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
六
点
の
う
ち
の
四
点
に
つ
い
て
、
そ
の
親
本
と
認
め
ら
れ

る
写
本
を
見
出
し
得
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
現
在

国
文
学
研
究
資
料
館
に
田
藩
文
庫
の
名
称
で
現
蔵
さ
れ
て
い
る
田
安
徳
川

家
旧
蔵
の
入
木
道
書
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
②
『
点
画
法　

持
明
院
家
伝
書
』
は
田
藩
文
庫
蔵
『
十
二
点
之
変

　

習
学
之
事（
（（
（

』
に
基
づ
く
忠
実
な
摸
写
本
で
あ
る
。
た
だ
し
田
藩
文
庫
本

に
の
み
、
末
尾
に
「
此
一
巻
者
白
河
少
将
以
為
厚
志
持
明
院
少
将
之
所
受

也　

寛
政
丙
辰
年
六
月　

源
（
花
押
「
定
国
」）」
と
の
伊
豫
松
山
藩
主
松

平
定
国
の
奥
書
を
有
す
る
。「
白
河
少
将
」
は
定
信
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

田
藩
文
庫
本
は
定
信
が
持
明
院
基
敦
よ
り
授
か
っ
た
伝
書
に
寛
政
八
年
六

月
に
定
国
が
奥
書
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
定
国
奥
書
は
本
文

と
は
筆
跡
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
自
筆
と
見
ら
れ
る
。

　

続
い
て
田
藩
文
庫
蔵
『
百
八
字
形（
（（
（

』
は
③
『
道
風
百
八
字
形
』
と
字
体

や
一
行
あ
た
り
の
字
配
な
ど
か
た
が
た
一
致
す
る
一
本
だ
が
、
③
は
明
ら

か
に
筆
勢
が
弱
く
、
間
々
誤
字
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
③
は
田

藩
文
庫
本
を
臨
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

田
藩
文
庫
蔵
『
真
行
草
書
口
訣（
（（
（

』
も
④
『
真
行
草
書
口
訣
』
と
字
体
・

字
配
が
一
致
す
る
。
こ
ち
ら
も
筆
勢
な
ど
か
ら
推
し
て
④
は
田
藩
文
庫
本
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に
基
づ
く
摸
写
と
判
断
さ
れ
る
。
田
藩
文
庫
本
の
表
紙
に
「
持
明
院
基
敦

卿
よ
り
到
来
」
と
墨
書
（
本
文
と
は
別
筆
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
田
藩
文

庫
本
の
筆
は
基
敦
の
も
の
か
。

　

田
藩
文
庫
蔵
『
悠
紀
主
基
御
屏
風
本
文　

悠
紀
主
基
御
屏
風
色
紙
和

歌（
（（
（

』
は
天
明
七
年
の
大
嘗
祭
の
折
に
製
作
さ
れ
た
悠
紀
主
基
屏
風
に
お
け

る
色
紙
形
の
摸
写
で
、
第
一
冊
に
賀
茂
保
考
書
の
本
文
、
第
二
冊
に
持
明

院
宗
時
書
の
和
歌
を
収
め
る
。
⑧
『
悠
紀
主
基
御
屏
風
本
文
』
は
そ
の
筆

勢
や
料
紙
が
薄
手
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
田
藩
文
庫
本

の
第
一
冊
を
透
き
写
し
に
し
た
も
の
と
目
さ
れ
る
。
な
お
田
藩
文
庫
中
に

は
『
悠
紀
主
基
本
文
色
紙
形
草
案（
（（
（

』
な
る
同
趣
の
一
本
も
あ
る
が
、
色
紙

形
の
彩
色
注
記
の
位
置
な
ど
種
々
の
相
違
が
あ
っ
て
⑧
と
の
直
接
的
な
関

係
は
認
め
が
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
定
信
旧
蔵
の
入
木
道
書
の
中
に
田
安
徳
川
家
旧
蔵
書
を
直

接
に
臨
写
し
た
と
見
做
し
得
る
も
の
が
複
数
認
め
ら
れ
る
事
実
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か（
（（
（

。
田
藩
文
庫
に
含
ま
れ
る
入
木
道
書
の
基

幹
を
成
し
て
い
る
の
は
世
尊
寺
流
及
び
持
明
院
流
の
伝
書
で
、
前
者
は
五

十
点
、
後
者
は
百
十
七
点
に
及
び
、
さ
ら
に
こ
の
両
者
に
属
さ
な
い
も
の

を
も
含
め
る
と
総
数
は
二
百
点
を
超
す（
（（
（

。
当
該
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
過

程
に
関
し
て
は
、
奥
書
類
の
検
討
に
基
づ
き
、
田
安
宗
武
の
六
男
と
し
て

生
ま
れ
、
後
に
伊
豫
松
山
藩
主
の
松
平
家
へ
と
養
子
に
入
っ
た
松
平
定
国

が
森
尹
祥
・
屋
代
弘
賢
・
賀
茂
保
考
・
橋
本
経
亮
ら
を
通
じ
て
蒐
集
し
て

い
た
も
の
が
、
田
安
徳
川
家
三
代
斉
匡
の
時
代
に
何
ら
か
の
経
緯
で
田
安

家
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
が
鈴
木
淳
に
よ
っ
て
な
さ
れ

て
い
る（
（（
（

。
本
稿
で
検
討
し
て
い
る
松
平
定
信
も
ま
た
、
田
安
宗
武
の
七
男

と
し
て
出
生
し
、
陸
奥
白
河
藩
松
平
定
邦
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
先
に
認
め
ら
れ
た
四
対
の

臨
写
関
係
は
、
定
信
と
定
国
と
い
う
共
に
田
安
家
に
出
自
を
持
つ
血
縁
間

で
の
入
木
道
書
蒐
集
活
動
の
痕
跡
を
留
め
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

　

と
り
わ
け
先
掲
の
田
藩
文
庫
蔵
『
十
二
点
之
変　

習
学
之
事
』
に
お
け

る
松
平
定
国
の
自
筆
奥
書
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
、
同
書
が
も
と
も
と
持

明
院
基
敦
か
ら
定
信
が
授
か
っ
た
伝
書
で
、
そ
れ
を
定
国
へ
と
譲
渡
し
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
こ
に
明
ら
か
で
あ
る
。
と
な
る
と
②
は
定
信
が

該
書
を
定
国
に
譲
る
直
前
に
作
製
し
た
複
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
②
が
定
国
奥
書
を
欠
く
理
由
も
、
複
本
の
作
製
が
定
国
奥

書
の
付
さ
れ
た
寛
政
八
年
六
月
以
前
に
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
れ

ば
辻
褄
が
合
う
。
ほ
か
の
③
④
⑧
の
三
点
も
、
恐
ら
く
は
同
様
の
経
緯
で

寛
政
八
年
前
後
に
定
信
側
で
作
製
し
た
複
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
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田
安
徳
川
家
旧
蔵
の
入
木
道
書
に
は
、
従
来
指
摘
が
あ
っ
た
定
国
旧
蔵
本

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
兄
弟
で
あ
る
松
平
定
信
の
旧
蔵
本
も
ま
た
一
定
数
含

ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
先
述
の
田
藩
文
庫
蔵
『
悠
紀
主
基
御
屏
風
本
文　

悠

紀
主
基
御
屏
風
色
紙
和
歌
』
の
第
一
冊
は
⑧
『
悠
紀
主
基
御
屏
風
本
文
』

と
全
く
同
趣
の
薄
茶
地
水
玉
文
表
紙
で
あ
り
、
装
訂
に
お
け
る
一
致
も
認

め
ら
れ
る
。
先
述
の
通
り
、
こ
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
『
松
平
定

信
旧
蔵
入
木
道
書
一
式
』
は
、
①
を
除
い
て
表
紙
及
び
題
簽
に
水
玉
文
な

い
し
は
墨
流
し
料
紙
が
等
し
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
田
藩
文
庫
に
含
ま

れ
る
入
木
道
書
に
も
水
玉
文
及
び
墨
流
し
料
紙
を
表
紙
に
用
い
た
も
の
が

少
な
く
な
い
。
ど
ち
ら
も
表
紙
意
匠
と
し
て
決
し
て
珍
し
く
は
な
い
も
の

な
が
ら
、
叙
上
の
定
信
と
定
国
の
動
向
に
鑑
み
て
、
こ
れ
ら
の
表
紙
及
び

題
簽
は
、
両
者
の
間
で
入
木
道
書
の
譲
渡
及
び
複
本
の
作
製
が
行
わ
れ
た

際
（
寛
政
八
年
頃
カ
）
に
一
括
し
て
付
さ
れ
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

四
、『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
と
い
う
偽
書

　

と
こ
ろ
で
『
松
平
定
信
旧
蔵
入
木
道
書
一
式
』
に
含
ま
れ
る
上
記
の
四

点
以
外
に
も
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
所
蔵
資
料
の
中
に
は
い
ま
ひ
と

つ
田
安
徳
川
家
旧
蔵
の
入
木
道
資
料
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
書
物
が
あ
る
。

『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
本
（
以
下
、
後

述
す
る
印
記
に
基
づ
い
て
「
松
山
文
庫
本
」
と
呼
称
）
と
田
藩
文
庫
本
と

が
そ
れ
で
、
筆
勢
か
ら
判
断
し
て
恐
ら
く
田
藩
文
庫
本
に
基
づ
い
て
松
山

文
庫
本
が
製
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
見
分

け
が
つ
か
な
い
ほ
ど
に
筆
画
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
ま
で
配
慮
が
行
き
届
い

た
、
極
め
て
精
巧
な
摸
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
本
の
詳
細
に
つ
い

て
検
討
に
及
ぶ
前
に
、
ま
ず
は
こ
の
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
と
い
う
書

物
自
体
の
概
略
を
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
記
し
て
お
こ
う
。

　

該
書
は
後
漢
の
蔡
邕
を
始
原
に
置
き
、
唐
の
韓
方
明
を
介
し
て
本
邦
の

弘
法
大
師
空
海
へ
、
さ
ら
に
は
空
海
を
含
め
た
三
筆
か
ら
三
蹟
へ
と
線
を

引
き
、
行
成
以
下
の
世
尊
寺
家
歴
代
を
十
五
代
行
豊
ま
で
、
ま
た
行
房
か

ら
分
岐
さ
せ
て
尊
円
法
親
王
以
下
の
青
蓮
院
流
を
五
代
ま
で
載
せ
る
一
方

で
、
公
任
か
ら
そ
の
息
定
頼
へ
、
定
頼
か
ら
二
十
代
を
経
て
曽
我
孝
成
・

飯
河
秋
共
・
藤
木
成
定
・
藤
木
敦
直
以
下
の
近
世
期
の
大
師
流
へ
と
至
る

書
流
の
道
統
を
描
い
た
系
図
で
、
は
や
く
『
日
本
書
画
苑（
（（
（

』
及
び
小
笹
喜

三
『
書
道
大
師
流
綜
考（
（（
（

』
の
翻
字
に
よ
り
書
道
史
上
の
資
料
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
こ
の
『
弘
法
大
師
書
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流
系
図
』
に
つ
い
て
は
そ
の
成
立
経
緯
に
た
び
た
び
疑
義
が
呈
さ
れ
て
き
た
。

　

後
述
の
ご
と
く
諸
本
に
よ
っ
て
若
干
の
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
、
巻
頭

に
慶
長
十
八
年
の
舟
橋
秀
賢
序
が
置
か
れ
、
系
図
の
途
上
に
長
久
二
年
九

月
の
藤
原
定
頼
奥
書
、
無
年
記
の
飯
河
秋
共
奥
書
、
慶
安
二
年
三
月
二
十

二
日
の
藤
木
敦
直
奥
書
、
万
治
元
年
十
一
月
二
十
一
日
の
沙
門
実
源
（
寂

源
）
奥
書
な
ど
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
複
数
の
奥
書
類
に

書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
ひ
と
ま
ず
文
字
通
り
に
受
け
止
め
て
本
書
の
成
立

過
程
を
あ
ら
あ
ら
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

そ
の
原
型
は
平
安
中
期
の
長
久
二
年
、
藤
原
定
頼
の
編
に
か
か
る
も
の

で
、
そ
こ
に
複
数
の
人
物
の
手
で
増
補
が
な
さ
れ
て
ゆ
き
、
室
町
末
期
か

ら
近
世
初
頭
に
至
っ
て
大
師
流
の
み
な
ら
ず
世
尊
寺
流
・
青
蓮
院
流
の
伝

授
を
も
得
た
飯
河
秋
共
が
加
筆
し
た
も
の
が
上
賀
茂
社
社
家
の
藤
木
成
定
・

藤
木
敦
直
へ
と
相
伝
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
が
、
当
該
系
図
を
敦
直
か
ら
伝

授
さ
れ
た
本
庄
道
芳
が
徳
川
家
光
の
命
に
よ
っ
て
江
戸
へ
下
向
す
る
運
び

と
な
り
、
同
書
の
堙
滅
を
恐
れ
た
敦
直
は
道
芳
と
相
議
の
上
、
慶
安
二
年
、

そ
の
複
本
を
製
作
し
自
身
の
許
へ
留
め
置
い
た
の
だ
と
い
う
。
敦
直
の
危

惧
し
た
通
り
、
道
芳
の
許
に
あ
っ
た
原
本
は
明
暦
三
年
の
江
戸
大
火
の
た

め
に
失
わ
れ
る
に
至
る
が
、
万
治
元
年
、
寂
源
が
父
敦
直
の
遺
品
の
中
か

ら
叙
上
の
複
本
を
発
見
す
る
に
至
っ
た
の
だ
と
い
う
。
寂
源
の
後
は
松
井

半
平
道
輔
（
小
田
原
藩
主
越
智
正
則
の
家
臣
）
な
ど
の
一
部
を
除
き
、
概

ね
京
洛
の
大
師
流
の
人
々
の
名
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
後
も
彼
ら
に
よ
っ

て
相
伝
さ
れ
て
い
っ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
匂
わ
せ
て
い
る
。

　

以
上
、
何
と
も
仰
々
し
い
伝
来
が
謳
わ
れ
て
い
る
が
、
果
た
せ
る
か
な
、

つ
と
に
黒
板
勝
美
が
元
の
鄭
杓
『
衍
極
』
所
収
の
書
法
伝
流
の
図
と
『
弘

法
大
師
書
流
系
図
』
の
蔡
邕
か
ら
韓
方
明
ま
で
の
系
図
が
大
略
同
一
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、

さ
れ
ば
韓
方
明
に
就
い
て
大
師
が
書
法
を
学
ば
れ
た
と
い
ふ
の
は
、

ま
た
正
確
な
る
根
拠
を
有
す
る
の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
鄭
柏
（
マ
マ
）な

ど
の

伝
統
系
図
が
日
本
に
輸
入
せ
ら
れ
た
後
に
、
丁
度
大
師
の
時
代
が
韓

方
明
に
当
る
の
で
、支
那
か
ら
日
本
へ
伝
統
を
附
く
る
に
就
て
、こ
ゝ

に
大
師
を
韓
方
明
の
弟
子
と
し
、
我
が
国
に
於
け
る
書
道
の
伝
統
系

図
な
る
も
の
を
作
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
作
者
と
し
て
ま
た

公
任
卿
の
子
で
あ
つ
た
定
頼
が
引
張
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

云
々
と
、
当
該
系
図
を
後
世
の
偽
書
で
あ
る
と
し
て
お
り（
（（
（

、
神
田
喜
一
郎

も
こ
の
黒
板
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
鄭
杓
『
衍
極
』
所
収
の
系
図

が
、
近
世
期
の
和
刻
本
『
内
閣
秘
伝
字
府
』
に
引
か
れ
て
い
る
旨
を
述
べ
、

そ
ん
な
も
の
（『
内
閣
秘
伝
字
府
』
の
こ
と
・
論
者
注
）
に
引
い
て

い
る
鄭
杓
の
書
法
伝
授
の
図
を
採
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
も
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疑
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
弘
法
大
師
書
流
系
図
に
は
、
慶
安
二
年

（1649
）
の
加
茂
敦
直
の
増
補
の
跋
が
あ
つ
て
、
そ
の
頃
に
そ
も
そ

も
弘
法
大
師
書
流
系
図
が
作
り
あ
げ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
、
成
立
時
期
を
敦
直
の
時
代
の
こ
と
か
と
推
定
し
て
い
る（
（（
（

。
ま
た
小
松

茂
美
は
『
衍
極
』
所
収
系
図
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
『
弘
法
大
師
書
流
系

図
』
の
内
容
を
仔
細
に
検
討
し
、

結
局
、
こ
の
系
図
は
（
A
）（
舟
橋
秀
賢
序
の
こ
と
・
論
者
注
）
の

内
容
が
示
す
通
り
、
当
時
書
道
の
興
隆
に
つ
れ
て
、
賀
茂
流
の
一
派

が
、
自
家
の
権
威
を
保
持
す
る
た
め
に
『
衍
極
』
の
書
法
伝
流
図
を

自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
、
さ
ら
に
入
念
な
増
補
修
訂
の
手
を
加

え
て
、
粒
々
苦
心
の
末
に
作
り
上
げ
た
の
が
、
こ
の
系
図
だ
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

と
結
論
付
け
て
い
る（
（（
（

。

　

こ
れ
ら
の
先
行
論
の
所
説
は
全
面
的
に
首
肯
す
べ
き
も
の
で
、『
弘
法

大
師
書
流
系
図
』
を
近
世
以
前
に
成
立
し
た
も
の
と
見
做
す
こ
と
は
も
は

や
不
可
能
で
あ
る
。
当
該
系
図
が
近
世
期
に
製
作
さ
れ
た
偽
書
で
あ
る
こ

と
は
動
く
ま
い
が
、
と
は
い
え
ひ
と
く
ち
に
近
世
期
と
い
っ
て
も
そ
の
指

し
示
す
範
囲
は
極
め
て
広
い
。
上
掲
の
先
行
論
に
お
い
て
も
、
当
該
系
図

が
果
た
し
て
近
世
期
の
ど
の
時
点
で
成
立
し
、
ま
た
そ
れ
は
誰
の
手
に
よ
っ

て
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
曖
昧
な
ま
ま
に
置

か
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
か
と
思
わ
れ
る
。
実
の
と
こ
ろ
本
稿
が
問

題
と
し
て
い
る
田
藩
文
庫
本
と
松
山
文
庫
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す

る
上
で
も
こ
れ
は
看
過
し
が
た
い
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
結
論
か
ら

述
べ
て
し
ま
え
ば
、
田
藩
文
庫
本
と
松
山
文
庫
本
は
当
該
系
図
が
現
在
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
形
態
と
し
て
成
立
し
て
間
も
な
い
時
期
の
写
本
と
目

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
や
や
迂
遠
な
手
続
き
を
経
る

こ
と
に
な
る
が
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の
諸
本
を
整
理
し
つ
つ
改
め
て

そ
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
。

五
、『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の
諸
本

　

管
見
に
及
ん
だ
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の
諸
本
は
十
一
本（
（（
（

。
そ
れ
ら

は
系
図
末
尾
が
賀
茂
保
考
で
終
わ
る
A
無
増
補
本
系
統
と
、
保
考
以
降
が

追
補
さ
れ
て
い
る
B
増
補
本
系
統
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
以
下
、
各
系

統
の
諸
本
を
列
挙
し
つ
つ
書
誌
事
項
な
ど
を
略
述
し
て
ゆ
く
が
、
論
述
の

便
宜
上
、
私
に
諸
本
の
通
称
を
付
し
、
ま
た
上
述
の
舟
橋
秀
賢
序
及
び
系

図
途
上
に
見
え
る
諸
家
の
奥
書
に
つ
い
て
は
余
り
に
煩
瑣
と
な
る
た
め
逐
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一
記
述
せ
ず
、
そ
れ
ら
を
欠
く
場
合
や
ま
た
は
独
自
の
奥
書
等
を
有
す
る

場
合
に
は
そ
の
旨
を
注
記
す
る
形
を
と
っ
た
。

　
A
無
増
補
本
系
統

　
　
　

①
松
山
文
庫
本　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
（
斯
道
文
庫
寄
託
）

　

巻
子
装
。
一
軸
。〔
近
世
後
期
〕
写
。
原
表
紙
の
横
刷
毛
目
表
紙
に
近

代
後
補
唐
草
紋
緞
子
表
紙
を
付
す
。
紙
高
三
三
・
四
糎
。
外
題
「
甲
斐
流

／
書
法
系
図
」（
原
表
紙
・
打
付
書
）、「
甲
斐
流
／
書
法
系
図
」（
近
代
後

補
緞
子
表
紙
・
有
題
簽
）。
序
題
ナ
シ
。
内
題
「
弘
法
大
師
書
流
系
図
」。

奥
書
「
こ
の
一
巻
は
入
木
道
の
秘
中
の
秘
た
る
も
の
也
あ
る
人
の
伝
へ
し

を
ひ
そ
か
に
か
り
て
半
時
は
か
り
み
る
か
う
ち
に
う
つ
し
と
ゝ
め
た
り
／

経
亮
」。
印
記
「
松
山
文
庫
」。
近
代
後
補
の
木
箱
あ
り
。
箱
書
「
甲
斐
流

書
法
系
図　

一
巻
」。
箱
貼
紙
「
甲
斐
流
書
法
系
図
／
経
亮
写
」「
第
〔
剥

落
〕
倉
庫　

階
／
〔
剥
落
〕
硝
第
六
番
／
六
四
号
」。
小
松
茂
美
旧
蔵
。

次
の
田
藩
文
庫
本
に
基
づ
く
精
巧
な
臨
摸
本
。
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全

史
』
上
巻
三
八
五
頁
以
下
の
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の
翻
印
の
底
本
。

小
松
茂
美
編
『
二
玄
社
版
日
本
書
道
辞
典
』（
二
玄
社
、
一
九
八
七
）
附

録
「
日
本
書
流
系
図
」
所
収
の
翻
印
も
同
様
で
あ
る
。
請
求
記
号
セ
二
四

二
─

〇
二
七
。

　
　
　

②
田
藩
文
庫
本　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵　

　

巻
子
装
。
一
軸
。〔
近
世
後
期
〕
写
。
草
花
文
刷
付
表
紙
。
紙
高
三
五
・

七
糎
。
外
題
「
甲
斐
流
／
書
法
系
図
」（
打
付
書
）。
序
題
ナ
シ
。
内
題
「
弘

法
大
師
書
流
系
図
」。
奥
書
「
こ
の
一
巻
は
入
木
道
の
秘
中
の
秘
た
る
も

の
也
あ
る
人
の
伝
へ
し
を
ひ
そ
か
に
か
り
て
半
時
は
か
り
み
る
か
う
ち
に

う
つ
し
と
ゝ
め
た
り
／
経
亮
」。
印
記
「
献
英
楼
図
書
記
」「
田
安
府
芸
台

印
」。
請
求
記
号
一
五
─

七
九
一
。

　
　
　

③
神
宮
文
庫
本　

　

袋
綴
装
。
大
本
一
冊
。
天
保
九
年
荒
木
田
興
平
写
。
卍
繋
空
押
艶
出
藍

色
表
紙
。
二
六
・
〇
×
一
七
・
三
糎
。
外
題
「
弘
法
大
師
書
流
系
図
」（
左

肩
打
付
書
）。
序
題
「
入
木
道
相
承
系
図
」。
内
題
「
弘
法
大
師
書
流
系
図
」。

印
記
「
風
篁
亭
」（
印
主
・
荒
木
田
興
平
）「
御
巫
書
蔵
」（
印
主
・
御
巫

清
直
）。
奥
書
「
右
弘
法
大
師
書
流
系
図
一
巻
及
時
老
人
志
毛
井
左
大
夫

光
雲
所
相
伝
甲
午
仲
秋
俾
予
臨
写
之
原
本
間
有
伝
写
之
訛
姑
存
不
改
老
人

乃
云
自
為
之
跋
然
不
遂
果
而
病
歿
可
謂
遺
憾
矣
於
是
予
聊
筆
片
言
以
示
後

之
同
士
／
天
保
九
年
戊
戌
十
月
十
日
／
従
五
位
上　

荒
木
田
興
平　
（
印

「
興
平
／
之
印
」「
□
斎
」）」。
志
毛
井
光
雲
は
伊
勢
の
御
師
か
。
請
求
記

号
一
〇
門
二
二
一
四
番
。

　
　
　

④
静
嘉
堂
文
庫
本
甲　
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巻
子
装
。
二
軸
。〔
近
世
後
期
〕
山
田
以
文
写
。
柿
渋
色
近
代
後
補
表
紙
。

紙
高
三
四
・
二
糎
。
外
題
「
書
法
系
図　

別
附
入
木
道
来
由
注
進　

共
二
」

（
近
代
の
も
の
）。
内
題
「
弘
法
大
師
書
流
系
図
」。
本
紙
端
裏
に
「
書
法

系
図　

入
木
道
来
由
注
進
一
紙
附　

錦
所
蔵
」
と
山
田
以
文
筆
の
墨
書
あ

り
。
一
軸
は
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』、
も
う
一
軸
は
藤
木
敦
直
の
孫
司

直
の
『
入
木
道
注
進
』
を
収
め
る
。
奥
書
「
寛
政
十
一
己
未
之
冬
懇
乞
故

司
直
従
子
賀
茂
直
矢
叟
写
焉
可
深
蔵
笥
底
也
／
保
角
識
」「
右
以
保
角
縣

主
秘
本
書
写
訖
尤
可
秘
蔵
也
／
藤
原
以
文
」（
以
上
、『
弘
法
大
師
書
流
系

図
』
末
尾
）、「
庚
子
春
散
位
従
五
位
上
司
直
注
進
」「
右
以
保
角
縣
主
本

書
写
訖　

藤
原
以
文
」（
以
上
、『
入
木
道
注
進
』
末
尾
）。
山
田
以
文
旧
蔵
。

整
理
資
料
名
「
書
法
系
図
」。
巻
頭
の
舟
橋
秀
賢
序
の
字
配
が
松
山
文
庫

本
・
田
藩
文
庫
本
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
共
通
の
親
本
に
基
づ
い

て
製
作
さ
れ
た
転
写
本
と
目
さ
れ
る
（
系
図
本
文
の
字
配
は
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
）。
請
求
記
号
丙
一
函
一
架
。

　
　
　

⑤
佐
々
木
孝
浩
氏
蔵
本

　

仮
綴
装
。
横
本
一
冊
。〔
近
世
末
期
〕
写
。
共
紙
表
紙
。
一
四
・
九
×

二
〇
・
七
。
外
題
欠
。
内
題
「
弘
法
大
師
書
流
系
図
」。

　
　
　

⑥
忠
良
本　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
（
斯
道
文
庫
寄
託
）

　

仮
綴
装
。
特
大
本
一
冊
。〔
近
世
末
期
〕
写
。
共
紙
表
紙
。
三
一
・
四

×
二
二
・
〇
糎
。
外
題
「
弘
法
大
師
書
流
系
図
」（
左
肩
打
付
書
）。
表
紙

右
下
に
「
忠
良
」
と
本
文
と
同
筆
の
墨
書
あ
り
。
内
題
「
弘
法
大
師
書
流

系
図
」。
舟
橋
秀
賢
序
並
び
に
奥
書
・
識
語
類
を
一
切
欠
く
ほ
か
、
人
名

注
記
も
や
や
簡
略
で
、
他
本
で
は
大
師
流
の
道
統
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
藤
原
行
成
以
降
の
世
尊
寺
家
歴
代
及
び
尊
円
親
王
に
始
ま
る
青
蓮
院

流
の
系
図
部
分
を
欠
い
て
お
り
、
裏
表
紙
に
貼
ら
れ
た
別
紙
に
別
途
そ
の

系
図
が
立
て
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
ほ
か
の
無
増
補
本
に
比
し
て
極
め
て
独

自
の
要
素
を
持
つ
。
小
松
茂
美
旧
蔵
。
請
求
記
号
セ
二
〇
二
─

〇
五
一
。

B
増
補
本
系
統

　
　
　

①
吉
阪
秀
峻
本　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
（
斯
道
文
庫
寄
託
）

　

巻
子
装
。
一
軸
。
文
政
十
三
年
吉
阪
秀
峻
写
。
草
花
唐
草
文
緞
子
表
紙
。

紙
高
三
〇
・
二
糎
。
外
題
欠
。
序
題
「
入
木
道
相
承
系
図
」。
内
題
「
弘

法
大
師
書
流
系
図
」。
大
炊
御
門
家
考
か
ら
吉
田
道
可
・
泰
明
（
妙
善
寺

第
十
一
世
住
）・
秀
峻
（
吉
阪
又
右
衛
門
・
以
下
切
り
取
り
跡
あ
り
）・
敬

信
（
男
邦
三
・「
承
之
」
と
注
記
あ
り
）
へ
と
至
る
増
補
あ
り
。
奥
書
「
文

政
十
三
年
八
月
廿
一
日
謹
書
写
畢
／
吉
阪
又
右
衛
門
／
秀
峻
（
花
押
）」。

小
松
茂
美
旧
蔵
。
請
求
記
号
セ
〇
〇
〇
─

一
〇
三
。

　
　
　

②
静
嘉
堂
文
庫
本
乙　

　

袋
綴
装
。
大
本
一
冊
。〔
近
世
末
明
治
初
〕
写
。
黄
肌
色
無
地
表
紙
。
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二
七
・
一
×
一
八
・
九
糎
。
外
題
「
書
博
士
系
譜
」（
左
肩
打
付
書
）。
印

記
「
松
井
蔵
書
」。
賀
茂
保
考
か
ら
愛
徳
・
胡
保
ま
で
の
系
譜
が
増
補
さ

れ
て
い
る
。
整
理
署
名
「
書
博
士
系
譜
」。
請
求
記
号
五
三
二
函
一
一
架

二
三
九
三
三
番
。

　
　
　

③
大
東
急
記
念
文
庫
本　

　

折
本
。
一
帖
。〔
近
世
末
明
治
初
〕
写
。
草
花
文
緞
子
表
紙
。
外
題
「
野

山
大
師
書
流
系
図
」（
左
肩
無
辺
題
簽
）。
二
一
・
二
×
八
・
三
糎
。
序
題

欠
。
内
題
「
弘
法
大
師
書
流
系
図
」。
保
考
か
ら
花
山
院
愛
徳
・
山
口
行

厚
・
岡
本
氏
足
（
氏
祥
）
の
三
名
に
分
岐
す
る
流
れ
、
ま
た
保
考
か
ら
岡

本
胡
保
を
経
て
岡
本
保
誠
と
花
山
院
家
厚
の
二
名
へ
分
岐
す
る
流
れ
が
増

補
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

④
早
稲
田
大
学
図
書
館
本　

　

袋
綴
装
。
半
紙
本
一
冊
。〔
明
治
末
〕
写
。
薄
茶
格
子
刷
目
模
様
表
紙
。

二
三
・
五
×
一
六
・
一
糎
。
外
題
「
弘
法
大
師
書
流
系
図　

全
」（
左
肩

単
辺
題
箋
）。
版
心
下
部
に
「
国
書
刊
行
会
」
と
刷
っ
た
原
稿
用
紙
を
用
う
。

帙
に
「
弘
法
大
師
書
流
系
図　

国
書
刊
行
会
原
稿
」
と
墨
書
あ
る
題
箋
貼

付
。
印
記
「
国
書
刊
行
会
／
□
定
本
」、「
早
稲
田
大
学
図
書
」、
明
治
四

十
一
年
二
月
二
十
四
日
の
受
入
印
あ
り
。
巻
末
識
語
「
清
原
秋
共
の
遺
訓

書
及
び
寂
源
の
附
託
状
と
い
ふ
も
の
あ
り
み
な
こ
ゝ
に
挙
て
し
る
す
へ
き

も
の
な
れ
と
後
に
得
つ
る
を
も
て
臨
池
温
故
〈
下
／
巻
〉
に
掲
載
せ
れ
は

こ
ゝ
に
参
照
し
て
考
証
に
供
ふ
へ
し
」（「
以
下
不
要
」
と
朱
書
あ
る
付
箋

貼
付
）。
本
文
に
朱
訂
あ
り
、
訂
正
後
の
本
文
が
『
日
本
書
画
苑
』
本
と

悉
く
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
草
稿
と
見
て
よ
い
。
第
一
丁
表
の
ノ
ド

下
方
に
「
一
月
廿
二
日
」
と
墨
書
が
あ
り
、
続
く
「
山
田
」
と
の
丸
印
は

山
田
安
榮
の
も
の
か
。『
日
本
書
画
苑
』
本
と
同
様
に
舟
橋
賢
秀
序
文
欠
。

請
求
記
号
チ
六
─

一
二
九
一
。

　
　
　

⑤
横
井
北
泉
本　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
（
斯
道
文
庫
寄
託
）

　

巻
子
装
。
一
軸
。〔
明
治
末
大
正
期
〕
写
。
金
茶
色
布
表
紙
。
紙
高
二

七
・
四
糎
。
無
外
題
。
内
題
「
書
法
伝
承
略
系
」。
奥
書
「
是
北
泉
翁
伝

入
木
道
四
十
六
世
正
統
於
余
之
時
所
賜
系
図
也
小
笹
氏
亦
欲
修
此
道
来
需

之
依
而
授
焉
希
執
持
単
伝
益
使
系
図
為
兼
饌（
カ
）也

／
昭
和
十
一
年
三
月
□
七

／
入
木
道
四
十
六
世
吉
阪
敬
信
（
印
記
「
務
古
」）
／
病
中
左
手
書
之
／

時
年
八
十
七
」。
保
考
か
ら
愛
徳
・
胡
保
・
家
厚
・
保
誠
と
続
く
系
譜
、

ま
た
保
考
か
ら
枝
分
か
れ
し
て
行
厚
・
氏
祥
・
佐
々
木
康
綱
・
三
善
永
孝
・

佐
々
木
包
綱
・
横
井
北
泉
・
吉
阪
敬
信
と
続
く
流
れ
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。

吉
阪
敬
信
は
吉
阪
秀
峻
本
の
筆
写
者
の
息
。
小
笹
喜
三
宛
葉
書
付
帯
。
小

笹
喜
三
・
小
松
茂
美
旧
蔵
。
請
求
記
号
セ
二
四
八
─

〇
二
六
。
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右
記
の
通
り
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の
現
存
諸
本
十
一
本
の
中
に
近

世
後
半
以
前
に
遡
る
写
本
は
一
点
も
存
在
し
な
い
。
正
確
な
書
写
時
期
は

未
詳
だ
が
、
無
増
補
本
系
統
の
中
で
は
田
藩
文
庫
本
な
ら
び
に
そ
の
忠
実

な
摸
写
本
で
あ
る
松
山
文
庫
本
、
そ
し
て
山
田
以
文
旧
蔵
の
静
嘉
堂
文
庫

本
甲
と
い
う
三
本
が
比
較
的
早
い
時
期
の
も
の
と
見
て
よ
い
が
、
後
述
す

る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
寛
政
年
間
以
前
に
遡
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
当

該
系
図
が
世
上
に
流
布
し
始
め
た
の
は
、
賀
茂
保
考
が
大
師
流
の
相
伝
者

と
し
て
の
地
位
に
あ
っ
た
時
期
、
つ
ま
り
ど
れ
だ
け
早
く
と
も
書
博
士
へ

の
任
官
が
あ
っ
た
安
永
八
年
十
月
九
日
以
降
で
あ
る
こ
と
は
、
無
増
補
本

系
統
の
系
図
末
尾
に
彼
の
名
が
置
か
れ
て
い
る
点
か
ら
み
て
間
違
い
な
い
。

増
補
本
系
統
に
関
し
て
は
本
稿
で
の
論
点
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
た
め
深
く

立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
大
師
流
の
各
派
に
お
い
て
十
九
世
紀
以
降

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
補
訂
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
が
看
て
取
れ
よ
う
。

　

さ
て
、
右
記
の
諸
本
の
う
ち
松
山
文
庫
本
に
つ
い
て
は
、
該
書
の
旧
蔵

者
で
も
あ
る
小
松
茂
美
が
そ
の
著
『
日
本
書
流
全
史
』
Ⅶ
─

2
「
弘
法
大

師
書
流
系
図
」
に
お
い
て
、
該
書
が
何
ら
か
の
原
本
を
臨
摸
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、「
字
粒
は
大
ぶ
り
で
、
記
載
の
体
裁
も
極

め
て
整
然
と
し
て
お
り
、
依
拠
し
た
原
本
が
極
め
て
優
秀
で
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
」
と
し
、「
筆
跡
か
ら
推
し
て
江
戸
中
期
を
下
る
も
の

で
は
な
」
く
、「
こ
の
系
図
の
最
善
本
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
評
価
を

与
え
、
該
書
に
基
づ
く
翻
印
を
掲
げ
て
い
る（
（（
（

。
た
だ
し
松
山
文
庫
本
の
原

本
に
あ
た
る
田
藩
文
庫
本
が
出
現
し
た
こ
と
で
、
こ
の
評
価
に
つ
い
て
も

再
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
筆
写
時
期
に
つ
い
て
。
田
藩
文
庫
本
・
松
山
文
庫
本
双
方
の
奥
書

に
見
え
る
「
経
亮
」
は
梅
宮
社
祀
官
に
し
て
非
蔵
人
を
も
兼
ね
た
近
世
後

期
の
和
学
者
橋
本
経つ
ね
す
け亮
の
こ
と
。
た
だ
し
両
書
と
も
経
亮
の
筆
跡
と
は
認

め
が
た
く
、
経
亮
筆
写
本
か
ら
の
転
写
本
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
経

亮
奥
書
は
年
記
を
欠
く
が
、
系
図
末
尾
に
置
か
れ
た
賀
茂
保
考
と
経
亮
と

の
接
点
が
確
認
で
き
る
の
が
寛
政
後
半
か
ら
享
和
年
間
に
か
け
て
で
あ
る

こ
と
か
ら（
（（
（

、
経
亮
奥
書
も
や
は
り
そ
の
頃
の
も
の
と
見
て
よ
く
、
そ
の
経

亮
筆
写
本
を
転
写
し
た
両
書
は
早
く
と
も
寛
政
後
半
以
降
の
写
本
と
見
做

す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
松
山
文
庫
本
が
田
藩
文
庫
本
に
基
づ
く
臨
写
本
で
あ
る
と
い
う

事
実
は
、
田
安
家
と
何
ら
か
の
縁
を
持
つ
人
物
に
よ
っ
て
松
山
文
庫
本
が

製
作
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
と
な
れ
ば
、
松
山
文
庫
本
に
捺
さ
れ
た

蔵
書
印
「
松
山
文
庫
」
の
印
主
と
し
て
最
も
適
当
な
の
は
、
田
藩
文
庫
現

蔵
の
入
木
道
資
料
の
大
半
の
旧
蔵
者
で
あ
り
、
伊
豫
松
山
藩
主
で
あ
っ
た

松
平
定
国
（
な
い
し
は
松
山
藩
松
平
家
）
以
外
に
は
考
え
に
く
い
。
恐
ら
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く
松
山
文
庫
本
は
定
国
が
原
本
を
田
安
家
に
収
め
る
際
に
製
作
を
命
じ
た

複
本
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
定
国
は
こ
の
橋
本
経
亮
の
奥
書
を
有
す
る
『
弘
法
大

師
書
流
系
図
』
を
い
か
に
し
て
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
手
掛
か

り
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
が
以
下
の
二
つ
の
奥
書
で
あ
る
。
東
京
大

学
総
合
図
書
館
所
蔵
『
雅
亮
装
束
抄（
（（
（

』
の
奥
書
の
一
部
に
、

　
　

此
書
者

大
父
中
納
言
源
宗
武
卿
校
考
也
。
従
官
因
長
野
清
良
乞
需
写
之
以
為

秘
蔵
子
孫
永
不
可
出
門
戸
者
也
矣

　
　
　
　
　
　
　

寛
政
二
歳
次
庚
戌
春
正
月
晦　

源
定
国
（
花
押
）

こ
の
校
考
し
た
ま
ひ
し
御
本
、
定
国
朝
臣
も
て
の
ほ
り
給
ひ
伏
見
の

里
に
て
た
い
め
給
時
、
か
し
た
ま
ふ
を
、
ま
ろ
か
本
に
書
加
へ
し
也

　
　

寛
政
五
年
八
月　
　

経
亮

と
あ
り
、
ま
た
、
高
倉
永
綱
『
永
綱
装
束
抄
』
の
早
稲
大
学
図
書
館
蔵
本（
（（
（

の
奥
書
の
一
部
に
、

右
之
一
冊
者
長
野
清
良
乞
需
而
写
之
以
為
秘
蔵
子
孫
永
不
化
出
門
戸

者
也
矣

　
　
　

寛
政
二
年
歳
次
庚
戌
春
二
月　

源
定
国
（
花
押
）

い
よ
の
国
松
山
を
こ
し
は
き
た
ま
ふ
君
の
か
し
た
ま
ふ
を
う
つ
し

と
ゝ
め
た
り

あ
か
き
墨
も
て
か
き
つ
け
し
は
わ
た
く
し
の
異
本
と
校
合
せ
し
也　

経
亮

と
あ
る
。
後
者
は
無
年
記
で
あ
る
が
、
先
の
『
雅
亮
装
束
抄
』
と
ほ
ぼ
同

時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
者
の
関
係
が
い
か
な
る
機
縁
に
よ
る
も
の
か

は
未
詳
だ
が
、
こ
れ
ら
の
奥
書
か
ら
は
、
定
国
が
田
安
徳
川
家
の
用
人
長

野
清
良
を
介
し
て
入
手
し
た
田
安
家
所
蔵
の
装
束
書
を
経
亮
に
貸
し
与
え

て
い
た
事
実
が
確
認
で
き
、
し
か
も
そ
の
時
期
は
や
は
り
寛
政
期
な
の
で

あ
る
。『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
も
大
方
こ
う
し
た
寛
政
期
頃
よ
り
始
ま

る
両
者
の
交
流
の
中
で
経
亮
を
介
し
て
定
国
の
許
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

と
見
え
る
。

　

松
山
文
庫
本
と
田
藩
文
庫
本
の
本
文
の
質
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
経
亮
奥
書
は
「
あ
る
人
」
の
本
を
密
か
に
借
り
て
卒
爾
に
写
し
た
旨

を
記
し
て
い
る
が
、
斯
様
な
も
の
を
も
と
に
製
作
し
た
に
し
て
は
、
松
山

文
庫
本
と
田
藩
文
庫
本
は
ど
ち
ら
も
謹
直
な
筆
致
の
、
実
に
堂
々
た
る
浄

書
本
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
本
と
し
て
の
外
面
的
な
整
然
さ
の
一
方

で
、
そ
の
本
文
に
は
誤
脱
も
間
々
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
系
図
中
で
寂
源
の

門
弟
と
さ
れ
る
道
輔
こ
と
松
井
半
平
の
肩
付
「
小
田
原
侍
従
智
正
家
臣
／

板
井
半
平
祝
髪
号
拙
斎
」
は
、
正
し
く
は
「
小
田
原
侍
従
越0

智
正
則0

家
臣
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／
松0

井
半
平
祝
髪
号
拙
斎
」
で
な
く
て
は
な
る
ま
い（
（（
（

。
静
嘉
堂
文
庫
本
乙

や
佐
々
木
孝
浩
氏
蔵
本
な
ど
こ
の
部
分
に
誤
脱
の
な
い
諸
本
も
少
な
く
な

い
こ
と
か
ら
、
松
山
文
庫
本
と
田
藩
文
庫
本
及
び
そ
の
親
本
た
る
経
亮
筆

写
本
の
本
文
は
必
ず
し
も
良
質
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
こ
の
二
本
の
字
粒

の
大
き
さ
や
記
載
の
整
然
さ
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
松
平
定
国
と
い
う
大
名

が
製
作
し
た
浄
書
本
で
あ
る
点
に
由
来
す
る
も
の
で
、
本
文
の
質
と
は
あ

る
程
度
ま
で
切
り
離
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る（
（（
（

。

六
、『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
と
賀
茂
保
考

　

以
上
、
縷
々
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の

は
、
現
存
諸
本
に
基
づ
く
か
ぎ
り
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
な
る
書
物
が

寛
政
期
以
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
確
た
る
証
拠
が
、
当
該
系
図

の
序
と
奥
書
以
外
に
は
何
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

静
嘉
堂
文
庫
本
甲
に
は
藤
木
司
直
の
甥
で
賀
茂
社
の
祀
官
賀
茂
直
矢
の
所

蔵
本
を
寛
政
十
一
年
に
同
族
の
賀
茂
保
角
が
書
写
し
た
旨
の
本
奥
書
が
あ

り
、
賀
茂
社
社
家
の
間
で
は
こ
の
頃
に
は
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
い

の
だ
が
、
そ
れ
以
前
に
該
書
そ
の
も
の
に
つ
い
て
言
及
し
た
文
献
は
何
ら

管
見
に
及
ば
な
い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』

の
原
型
と
思
し
き
以
下
の
二
点
の
資
料
で
あ
る
。

　

ひ
と
つ
は
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
の
所
蔵
す
る
、
近
衛
家
の
青
侍
を

代
々
務
め
た
中
原
家
伝
来
の
資
料
群
に
含
ま
れ
て
い
る
巻
子
本
一
軸
で
あ

る（
（（
（

。
同
書
は
近
衛
家
諸
大
夫
の
佐
竹
重
勝
が
寛
政
五
年
に
藤
木
司
直
の
関

係
資
料
二
点
を
合
写
し
た
も
の
で
、
前
半
は
司
直
が
自
家
の
書
流
の
由
来

に
つ
い
て
記
し
た
無
題
の
文
章（
（（
（

、
後
半
は
「
弘
法
大
師
書
流
相
承
系
図
」

と
題
し
た
系
図
か
ら
成
る
の
だ
が
、
注
目
す
べ
き
は
後
者
で
あ
る
（
以
後
、

便
宜
上
当
該
系
図
を
「
佐
竹
重
勝
本
」
と
呼
称
）。
こ
の
佐
竹
重
勝
本
は

『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
と
同
様
に
蔡
邕
を
起
点
と
し
た
書
流
の
道
統
を

描
い
た
も
の
で
、
肩
付
が
か
な
り
簡
素
で
あ
る
も
の
の
、
系
図
自
体
は
ほ

ぼ
完
全
に
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
と
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
大
き
な

相
違
点
と
し
て
以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
系
図
末
尾
が
賀
茂

保
考
の
二
代
前
に
あ
た
る
藤
木
司
直
ま
で
で
一
旦
終
わ
り
、
司
直
か
ら
さ

ら
に
線
を
引
い
て
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
に
は
見
え
な
い
中
原
重
行
の

名
が
追
記
さ
れ
て
い
る
点
。
第
二
に
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
が
備
え
て

い
た
序
文
と
系
図
途
上
の
奥
書
を
一
切
欠
い
て
い
る
点
。
第
三
に
『
弘
法

大
師
書
流
系
図
』
で
は
飯
河
秋
共
を
介
し
て
近
世
の
大
師
流
の
道
統
へ
と

組
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
形
で
記
さ
れ
て
い
た
藤
原
行
成
以
降
の
世
尊
寺
家

歴
代
及
び
尊
円
親
王
に
始
ま
る
青
蓮
院
流
の
系
図
が
末
尾
に
独
立
し
て
立
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て
ら
れ
て
い
る
点（
（（
（

。
さ
ら
に
同
書
の
巻
末
に
は
次
の
ご
と
き
奥
書
が
あ
る
。

右
為
入
木
道
書
家
系
図
、
乃
書
博
士
藤
木
賀
茂
県
主
司
直
所
自
書
、

而
実
為
櫛
笥
家
乃
秘
蔵
也
、
今
得
借
観
而
既
摸
写
之
、
我
曽
祖
父
経

興
（
割
書
・
初
重
行
、
後
改
経
興
）、
嘗
学
於
司
直
、
々
々
欲
尽
伝

其
法
於
経
興
、
而
未
果
、
亡
幾
経
興
先
而
逝
矣
、
司
直
痛
惜
不
已
、

因
有
水
茎
詠
、（
割
書
・
吾
道
者ハ

絶タ
ヱ
ヌ
ル去
平ナ

ラ

シ
城
志
水
茎
廼ノ

蹟ア
ト
ヲ攵
可フ
ム
ベ
キ踏
君

乎ヲ

斯シ

遺ヤ
リ

而テ

）
今
閲
此
系
図
、
本
系
以
朱
掛
之
、
而
以
墨
掛
経
興
於
司

直
下
、
此
乃
所
以
欲
伝
其
法
於
経
興
者
焉
乎
、
惜
哉
其
早
於
世
也
、

爾
後
歴
五
十
余
年
、
而
我
家
君
重
威
、
受
其
法
於
大
炊
御
門
前
右
大

臣
家
孝
公
、
良
有
由
哉
、
仍
并
記
之
、
以
為
跋
、
寛
政
五
癸
丑
八
月

重
勝
書

こ
の
奥
書
を
書
い
た
佐
竹
重
勝
は
、
文
中
に
見
え
る
近
衛
家
諸
大
夫
に
し

て
書
博
士
兼
甲
斐
守
で
あ
っ
た
佐
竹
重
威
の
息
で
あ
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば

本
書
の
親
本
は
櫛
笥
家
秘
蔵
の
藤
木
司
直
に
よ
る
筆
写
本
で
、
寛
政
五
年

八
月
、
該
書
に
基
づ
い
て
模
写
を
行
い
、
さ
ら
に
そ
こ
へ
司
直
の
高
弟
と

し
て
将
来
を
嘱
望
さ
れ
な
が
ら
も
早
世
し
た
曽
祖
父
中
原
重
行
の
名
を
書

き
加
え
た
の
だ
と
い
う（
（（
（

。

　

い
ま
ひ
と
つ
は
賀
茂
保
考
が
寛
政
八
年
七
月
に
執
筆
し
た
と
の
奥
書
を

持
つ
国
文
学
研
究
資
料
館
田
藩
文
庫
蔵
『
世
尊
寺
家
略
系
以
下
之
事（
（（
（

』
で

あ
る
。
同
書
は
保
考
が
入
木
道
の
各
流
派
の
由
来
等
に
つ
い
て
略
述
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
頭
に
見
え
る
系
図
は
、『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』

で
の
行
成
か
ら
世
尊
寺
家
及
び
青
蓮
院
流
に
至
る
部
分
と
そ
れ
に
続
く
飯

河
秋
共
奥
書
、
さ
ら
に
そ
の
秋
共
か
ら
保
考
に
至
る
ま
で
の
系
図
の
幹
と

な
る
部
分
だ
け
を
ち
ょ
う
ど
抜
き
書
き
し
た
よ
う
な
趣
の
も
の
で
、
肩
付

の
文
言
ま
で
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
世
尊
寺
家
略
系

以
下
之
事
』
所
収
系
図
に
お
い
て
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
弘
法

大
師
書
流
系
図
』
で
は
道
芳
と
寂
源
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
、
敦
直
と

寂
源
に
よ
る
あ
の
実
に
仰
々
し
い
伝
来
を
謳
っ
た
奥
書
を
そ
っ
く
り
欠
い

て
い
る
点
で
あ
る
。
無
論
、
保
考
が
当
該
系
図
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、

『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の
原
本
に
備
わ
る
そ
の
二
つ
の
奥
書
を
意
図
的

に
省
い
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
そ
う
な
の
だ
が
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
。

と
い
う
の
も
先
の
佐
竹
重
勝
本
の
奥
書
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
藤
木
司
直
の

筆
に
か
か
る
蔡
邕
に
始
ま
り
近
世
の
大
師
流
へ
と
至
る
書
流
系
図
に
は
、

そ
の
両
者
の
奥
書
は
お
ろ
か
、
そ
の
他
の
序
文
・
奥
書
な
ど
何
ら
存
し
て

な
か
っ
た
ら
し
い
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
奥
書
自
体
に
不
審
な
点
が
あ
ま

り
に
多
い
。
ま
ず
敦
直
奥
書
に
関
し
て
は
す
で
に
小
松
茂
美
が
指
摘
す
る

通
り（
（（
（

、
そ
の
年
記
に
一
ヶ
月
遡
る
慶
安
二
年
正
月
四
日
に
敦
直
は
泉
下
に
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帰
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
全
く
辻
褄
が
合
わ
な
い
。
ま
た
寂
源
奥
書
に
つ

い
て
は
年
記
の
上
で
は
疑
わ
し
い
所
は
な
い
の
だ
が
、
明
暦
の
大
火
で
焼

失
云
々
と
語
る
内
容
自
体
が
信
ず
る
に
足
ら
な
い
。
寂
源
と
親
交
あ
る
肥

前
鹿
島
藩
第
四
代
鍋
島
直
條
の
遺
稿
集
『
楓
園
家
塵
』
に
収
め
ら
れ
て
い

る
「
本
朝
書
法
伝
」
な
る
文
章
は
、
直
條
が
寂
源
及
び
藤
木
生
直
か
ら
得

た
情
報
に
基
づ
い
て
元
禄
八
年
末
頃
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
以
下
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。

敦
直
晩
年
生
二
子
、臨
卒
遺
言
以
其
家
伝
書
法
、寄
宗
種
・
道
芳
二
家
、

令
善
韜
蔵
無
散
佚
。
敦
直
之
子
為
僧
者
曰
遮
那
院
僧
正
号
寂
源
、
自

幼
習
書
屢
称
于
世
。
及
宗
種
逝
、
道
芳
與
弟
子
六
角
木
工
頭
広
賢
者

相
議
、
以
敦
直
所
伝
挙
授
僧
正
。
純
無
遺
漏
、
家
伝
遂
復
其
正
焉（
（（
（

。

こ
こ
で
は
敦
直
の
遺
言
に
よ
っ
て
「
家
伝
書
法
」、
す
な
わ
ち
入
木
道
の

伝
書
が
本
庄
道
芳
及
び
難
波
宗
種
へ
託
さ
れ
た
旨
を
記
し
、
そ
れ
ら
を
寂

源
が
正
し
く
継
承
し
た
旨
を
記
す
ば
か
り
で
、『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』

の
寂
源
奥
書
で
あ
れ
ほ
ど
如
実
に
語
ら
れ
て
い
た
明
暦
の
大
火
で
の
道
芳

蔵
書
の
焼
失
な
ど
何
ら
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
寂
源
奥
書
の
内
容
が
事

実
だ
と
す
れ
ば
、
い
か
に
も
不
自
然
な
記
事
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
敦
直
と
寂
源
の
奥
書
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
無
年
記
の
飯
河
秋

共
奥
書
も
後
世
の
創
作
と
目
さ
れ
る
。
ま
ず
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の

秋
共
奥
書
を
引
こ
う
。

額
色
紙
形
、
義
教
公
家
僕
細
川
右
馬
頭
持
賢
、
其
子
弥
七
郎
政
賢
、

諏
訪
志
摩
守
元
信
、
其
子
兵
庫
頭
貞
秋
、
以
上
四
人
相
伝
受
也
、
予

於
越
前
受
貞
秋
之
伝（
（（
（

国
文
学
研
究
資
料
館
田
藩
文
庫
蔵
『
加
茂
書
博
士
法
系（
（（
（

』
は
、
こ
れ
も
先

の
『
世
尊
寺
家
略
系
以
下
之
事
』
所
収
系
図
や
佐
竹
重
勝
本
の
末
尾
部
分

と
同
様
に
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
に
お
け
る
行
尹
以
下
の
世
尊
寺
家
及

び
青
蓮
院
流
の
系
図
だ
け
を
抜
書
き
し
た
か
の
よ
う
な
書
物
で
あ
る
が
、

そ
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
　

額
色
紙
形
以
下

義
教
公
家
僕
細
川
右
馬
頭
持
賢
其
子
弥
七
郎
政
賢
諏
訪
志
摩
守
元

信
其
子
兵
庫
頭
貞
秋
以
上
四
人
伝
受
於
越
前

　
　

秋
共
（
割
書
・
飯
川
治
部
少
輔
／
一
雨
斉
妙
佐
）

受
貞
秋
之
伝
、
秋
共
伝
之
成
定
、
成
定
伝
之
敦
直
、
右
当
流
ニ
モ

世
尊
寺
流
伝
来
之
コ
ト
如
件

本
文
中
に
著
者
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
い
う
「
当
流
」
と
は

大
師
流
に
ほ
か
な
ら
ず
、
該
書
は
少
な
く
と
も
藤
木
敦
直
以
降
に
、
大
師

流
に
お
い
て
「
当
流
ニ
モ
世
尊
寺
流
伝
来
之
コ
ト
」
を
主
張
す
べ
く
執
筆

さ
れ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
先
の
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
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の
秋
共
奥
書
と
当
該
文
章
と
の
類
似
は
明
ら
か
だ
ろ
う
が
、
そ
も
そ
も
右

の
如
き
主
張
は
当
の
秋
共
奥
書
そ
の
も
の
を
引
用
す
れ
ば
こ
と
足
り
る
は

ず
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
該
書
は
そ
れ
を
し
て
い
な
い
点
、
誠
に
不
審

な
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の
秋
共
奥
書

な
る
も
の
は
『
加
茂
書
博
士
法
系
』
の
当
該
文
章
を
改
変
し
た
も
の
に
過

ぎ
ず
、『
加
茂
書
博
士
法
系
』
成
立
時
に
は
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
と
考
え
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

か
く
見
て
く
れ
ば
、『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
は
従
来
疑
問
を
呈
さ
れ

て
き
た
長
久
二
年
の
藤
原
定
頼
奥
書
の
み
な
ら
ず
、
無
年
記
の
飯
河
秋
共

奥
書
、
慶
安
二
年
の
藤
木
敦
直
奥
書
、
万
治
元
年
の
寂
源
奥
書
の
い
ず
れ

も
が
後
世
の
仮
託
で
あ
っ
た
と
断
じ
て
良
い
。
と
な
れ
ば
、
残
る
慶
長
十

八
年
の
舟
橋
秀
賢
序
に
つ
い
て
も
同
様
に
後
世
の
仮
託
と
見
做
し
た
方
が

良
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
傍
証
を
重
ね
よ
う
。
既
述
の
通
り
、
先
行
研
究
で
は
『
弘
法
大

師
書
流
系
図
』
に
お
け
る
蔡
邕
か
ら
韓
方
明
ま
で
の
系
図
が
、
元
の
鄭
杓

『
衍
極
』
所
収
の
書
法
伝
流
の
図
と
大
略
一
致
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
『
衍

極
』
所
収
系
図
は
明
の
黄
鏊
・
黄
鉞
編
『
内
閣
秘
伝
字
府
』
の
和
刻
本
に

引
か
れ
て
い
る
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
『
内
閣
秘
伝
字
府
』
に

関
し
て
は
、
小
松
茂
美
に
よ
る
次
の
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、こ
の
図
（『
衍
極
』
所
収
書
法
伝
流
図
の
こ
と
・
論
者
注
）

は
わ
が
国
で
刊
行
さ
れ
た『
鼇
頭
内
閣
字
府
』（
四
冊
・
元
禄
九
年〈
一

六
九
六
〉
刊
）
の
巻
第
一
に
「
衍
極
書
法
伝
流
之
図
」
と
し
て
転
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
内
閣
字
府
』
は
、
正
し
く
は
『
内
閣
秘
伝
字

府
』
と
呼
ぶ
も
の
で
、
明
の
隆
慶
二
年
（
一
五
六
八
・
永
禄
十
一
年
）

に
刊
行
さ
れ
た
、
書
法
を
説
い
た
本
で
あ
る
。
直
後
、
い
ち
早
く
わ

が
国
に
も
た
ら
さ
れ
、
当
時
、
か
な
り
歓
迎
さ
れ
た
ら
し
く
、
わ
た

く
し
は
明
版
本
を
知
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
三
冊
本
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
は
肝
心
の
書
法
伝
流
図
が
掲
げ
ら
れ

て
い
な
い
。
図
が
初
め
て
見
ら
れ
る
の
は
、
先
に
挙
げ
た
再
刻
本
の

『
鼇
頭
内
閣
字
府
』
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の
図
が
、
こ
の
重
刻
本
に

掲
げ
ら
れ
る
に
つ
い
て
は
、
寺
井
養
拙
（
一
六
四
〇
─

一
七
一
一
）

の
功
績
が
大
で
あ
っ
た（
（（
（

。

小
松
は
さ
ら
に
僧
亮
正
『
内
閣
秘
伝
字
府
純
粋
鈔
』（
延
宝
七
年
刊
）
巻

第
二
、『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二
年
序
刊
）
に
も
当
該
系
図
が
収
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
も
指
摘
し
て
い
る（
（（
（

。
無
論
、
和
刻
本
の
存
在
し
な
い
『
衍

極
』
の
唐
本
を
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の
作
成
者
が
参
照
し
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
以
下
の
諸
資
料
か
ら
そ
の
可
能
性
は
低
い
。

　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
『
空
海
書
法
衍
極
伝（
（（
（

』
は
空
海
著
と
し
て
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伝
わ
る
『
執
筆
法
』『
使
筆
法
』
の
注
釈
書
で
、
巻
末
に
小
笹
喜
三
が
昭

和
二
十
年
に
陽
明
文
庫
所
蔵
の
「
豫
楽
院
編
纂
自
筆
本
」
に
基
づ
い
て
謄

写
し
た
旨
の
奥
書
を
有
す
る
。
と
こ
ろ
で
同
書
巻
頭
に
は
「
空
海
書
法
衍

極
伝
」
と
題
し
た
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
空
海
著
『
性
霊
集
』
の
「
解

書
先
生
」
云
々
の
文
の
引
用
に
続
け
て
釈
智
永
か
ら
韓
方
明
を
経
て
空
海

へ
と
至
る
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の
そ
れ
の
原
型
と
思
し
き
簡
略
な
系

図
が
記
さ
れ
て
い
る
。
陽
明
文
庫
蔵
本
は
未
見
で
あ
る
が
、『
衍
極
』
の

書
名
が
題
に
見
え
る
こ
と
か
ら
も
当
該
系
図
は
や
は
り
『
衍
極
』
所
収
系

図
を
参
考
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
断
じ
て
よ
く
、
加
え
て
、
藤
木
司

直
が
霊
元
院
よ
り
「
筆
道
本
源
」
号
を
賜
わ
る
に
際
し
て
献
上
し
た
書
論

『
太
上
皇
賜
名
筆
道
本
原（
（（
（

』（
正
徳
五
年
成
）
に
「
桓
武
天
皇
二
十
三
年
空

海
與
学
生
逸
勢
、
同
入
唐
就
青
龍
寺
恵
果
阿
闍
梨
学
仏
法
、
依
韓
方
明
聞

書
法
」
云
々
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
先
掲
の
佐
竹
重
勝
本
の
系
図
の
存
在
か

ら
も
、
概
ね
十
八
世
紀
初
頭
に
は
韓
方
明
を
空
海
の
師
と
見
做
す
道
統
意

識
が
、
と
く
に
大
師
流
の
中
で
も
藤
木
敦
直
以
降
の
甲
斐
流
（
賀
茂
流
）

の
一
派
の
間
で
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
先
掲
の
鍋

島
直
條
『
楓
園
家
塵
』
所
収
「
本
朝
書
法
伝
」
に
は
空
海
の
師
を
韓
方
明

と
す
る
よ
う
な
記
述
は
見
え
ず
、
か
よ
う
な
認
識
は
ど
う
や
ら
司
直
の
時

代
に
創
出
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る（
（（
（

。
つ
ま
り
、
本
邦
に
お
い
て
『
衍

極
』
所
収
系
図
が
広
く
知
ら
れ
る
機
縁
と
な
っ
た
『
鼇
頭
内
閣
字
府
』
が

刊
行
さ
れ
た
元
禄
九
年
以
後
に
、
当
該
系
図
に
着
想
を
得
て
韓
方
明
と
空

海
と
が
甲
斐
流
（
賀
茂
流
）
の
人
々
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
八
十
年
以
上
も
遡
る
慶
長
十
八
年
に
書

か
れ
た
と
い
う
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
舟
橋
秀
賢
序
に
「
爰
吾
朝
桓
武

天
皇
御
宇
五
筆
和
尚
在
唐
之
日
会
韓
方
明
及
諸
生
得
聞
其
説
」
な
ど
と
あ

る
の
は
全
く
も
っ
て
不
審
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
種
々
論
っ
て
き
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
『
弘
法
大
師
書
流
系

図
』
が
現
在
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
序
文
や
奥
書
を
具
備
し
た
書
物
と
し

て
成
立
し
た
時
期
は
、
ど
れ
ほ
ど
早
く
見
積
も
っ
て
も
十
八
世
紀
以
前
に

遡
る
と
は
考
え
に
く
く
、
さ
ら
に
先
掲
の
賀
茂
保
考
著
『
世
尊
寺
家
略
系

以
下
之
事
』
所
収
系
図
と
の
関
係
を
も
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
当
該
保
考
著

の
成
っ
た
寛
政
八
年
七
月
か
ら
静
嘉
堂
文
庫
本
甲
の
本
奥
書
の
年
記
で
あ

る
寛
政
十
一
年
冬
ま
で
の
三
年
ほ
ど
の
間
の
い
ず
れ
か
の
時
期
と
考
え
て

ほ
ぼ
差
し
支
え
な
い
。
無
論
、
佐
竹
重
勝
本
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
当
該
系
図
の
原
型
ら
し
き
も
の
は
す
で
に
藤
木
司
直
の
手
で
作
製
さ

れ
て
い
た
ら
し
い
の
だ
が
、
そ
こ
へ
序
や
奥
書
を
添
加
す
る
な
ど
種
々
の

粉
飾
を
行
う
こ
と
で
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
な
る
一
書
と
し
て
再
編
成

し
て
み
せ
た
人
物
は
、
叙
上
の
数
多
の
状
況
証
拠
か
ら
推
し
て
、
や
は
り
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書
博
士
賀
茂
保
考
を
措
い
て
ほ
か
に
は
考
え
が
た
い
。
か
く
見
て
く
れ
ば
、

松
山
文
庫
本
と
田
藩
文
庫
本
に
備
わ
る
橋
本
経
亮
奥
書
に
お
い
て
親
本
の

所
蔵
者
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
「
あ
る
人
」
と
い
う
の
も
、
ど
う
や
ら

保
考
の
こ
と
を
敢
え
て
お
ぼ
め
か
し
て
書
い
た
も
の
と
見
て
良
さ
そ
う
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
中
の
序
文
や
奥
書
類

の
記
述
は
す
べ
て
後
世
の
仮
託
で
あ
っ
た
と
断
じ
て
よ
く
、
到
底
文
字
通

り
に
受
け
止
め
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
に
明
ら
か
で
あ
る
。

七
、
賢
聖
障
子
銘
揮
毫
を
め
ぐ
る
争
論

　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
『
松
平
定
信
旧
蔵
入
木
道
書
一
式
』
の
箱

に
は
、「
長
格
／
八
／
三
箱
ノ
内
」
と
墨
書
あ
る
紙
標
が
貼
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
先
述
し
た
。
松
平
定
信
が
所
持
し
て
い
た
入
木
道
書
が
こ
の
箱
に

収
め
ら
れ
て
い
る
十
一
点
の
み
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
貼
紙
に
「
三

箱
之
内
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
恐
ら
く
ほ
か
に
少
な
く
と
も
二
箱
分
の
入

木
道
書
が
定
信
の
手
許
に
あ
っ
た
も
の
と
思
し
い
。
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
か

く
も
多
数
の
入
木
道
書
が
と
く
に
寛
政
期
に
お
い
て
定
信
・
定
国
と
い
っ

た
大
名
た
ち
の
間
で
蒐
集
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
の

と
こ
ろ
、
こ
の
こ
と
は
す
で
に
天
明
度
大
嘗
祭
の
悠
紀
主
基
屏
風
色
紙
形

や
寛
政
度
内
裏
の
賢
聖
障
子
銘
を
揮
毫
す
る
な
ど
世
に
隠
れ
な
き
能
書
と

し
て
の
地
位
を
得
て
い
た
は
ず
の
賀
茂
保
考
が
、
な
ぜ
『
弘
法
大
師
書
流

系
図
』
な
ど
と
い
う
偽
書
の
製
作
に
ま
で
手
を
染
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
と
い
う
問
題
と
も
通
底
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
に
あ
た
っ
て
の
キ
ィ
パ
ー
ソ
ン
こ
そ
、
こ
の
保
考
と
、
そ
し
て
先
に

も
触
れ
た
幕
府
書
道
師
範
の
森
尹
祥
と
い
う
二
人
の
書
家
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
と
い
う
の
も
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
寛
政
期
に
両
者
の
間
で
種
々
の
軋
轢

が
生
じ
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
が
良
好
で
な
か
っ
た
こ

と
自
体
に
つ
い
て
は
先
学
の
指
摘
も
備
わ
る
が
、
そ
れ
が
果
た
し
て
ど
う

い
っ
た
内
実
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ま
で
踏
み
込
ん
だ
検
討
は
未
だ
な
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る（
（（
（

。

　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
『
入
木
問
答
書（
（（
（

』
は
寛
政
三
年
十

一
月
か
ら
翌
年
正
月
に
か
け
て
保
考
と
尹
祥
が
行
っ
た
書
状
で
の
遣
り
取

り
を
尹
祥
側
で
書
留
め
た
も
の
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
に
就
く
か

ぎ
り
、
こ
の
時
期
、
両
者
は
大
師
流
と
持
明
院
流
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
互
い
に
相
手
の
所
有
す
る
伝
書
や
書
法
知
識
の
不
確
か
さ
を
論
い

合
っ
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。
例
え
ば
、
寛
政
三
年
年
十
一
月
十
一
日
付

の
保
考
書
状
に
、

先
年
錦
御
旗
之
事
御
尋
被
仰
聞
候
節
、
さ
て
は
世
尊
寺
正
統
御
伝
来
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無
之
事
、
残
念
と
存
候
、
世
尊
寺
流
之
事
と
当
家
伝
来
有
之
候

と
あ
っ
て
、
以
前
尹
祥
は
ど
う
や
ら
錦
の
御
旗
の
書
法
に
関
し
て
保
考
に

質
問
し
て
い
た
ら
し
く
、
保
考
は
そ
の
こ
と
を
持
ち
出
し
て
、
世
尊
寺
家

正
統
の
伝
授
を
受
け
て
い
る
な
ら
当
然
知
っ
て
い
る
は
ず
の
錦
の
御
旗
に

つ
い
て
質
問
を
寄
こ
す
な
ど
、
尹
祥
の
許
に
は
正
し
い
書
法
が
伝
わ
っ
て

い
な
い
証
拠
で
は
な
い
か
と
批
判
を
向
け
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
対
し

て
翌
年
一
月
十
一
日
付
の
尹
祥
書
状
で
は
、

先
年
錦
御
旗
之
事
御
尋
申
候
付
、
尹
祥
に
は
世
尊
寺
正
統
之
事
は
伝

来
無
之
様
ニ
御
考
之
由
、
御
深
切
忝
存
候
、
錦
御
旗
之
図
行
成
卿
之

筆
同
伝
授
并
製
之
事
迄
行
忠
卿
之
書
を
か
れ
候
を
先
祖
寛
永
年
中
伝

来
候
得
共
、
為
念
申
試
候
也
、
恐
遣
忝
存
候

と
、
自
家
に
は
確
固
た
る
伝
書
が
存
し
て
お
り
、
念
の
た
め
試
し
に
尋
ね

た
ま
で
だ
と
返
答
す
る
な
ど
、
互
い
に
自
家
の
優
位
性
を
主
張
す
る
の
に

躍
起
に
な
っ
て
い
る
様
が
窺
え
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
こ
の
ほ
か
の
議
論
も

同
様
の
平
行
線
を
辿
る
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
揶
揄
の
応
酬
と
い

う
に
近
い
遣
り
取
り
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
両
者
の
争
論
は
、
彼
ら
の
著
作
の
随
所
に
そ
の
余
波
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
先
に
も
引
い
た
尹
祥
の
『
書
道
訓
』
は
ち
ょ

う
ど
こ
の
寛
政
三
、
四
年
頃
に
成
っ
た
も
の
だ
が
、
保
考
の
属
す
る
甲
斐

流
（
賀
茂
流
）
に
対
す
る
批
判
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
右
世
尊
寺
家
に
を
い
て
、
大
永
の
頃
既
七
ヶ
条
の
名
目
あ
り
。

古
来
よ
り
の
こ
と
成
べ
し
。
藤
木
者
流
に
て
七
ヶ
条
を
い
ふ
事
、
い

づ
れ
よ
り
伝
来
せ
し
や
い
ぶ
か
し
。敦
直
は
駿
河
成
定
に
き
ゝ
た
り
。

成
定
は
船
橋
秀
賢
卿
に
学
び
た
り
。
秀
賢
卿
は
持
明
院
基
孝
卿
の
門

弟
は
分
明
也
。
よ
く
〳
〵
可
味
事
ど
も
也（
（（
（

。

ま
た
、賀

茂
家
数
代
の
理
運
を
い
へ
ば
、
敦
直
已
然
書
籍
に
片
言
も
所
見
せ

ず
。（
中
略
）賀
茂
家
は
篁
卿
よ
り
中
納
言
朝
方
卿
迄
は
、国
史
に
ま
ゝ

見
え
た
り
。
中
納
言
朝
方
卿
以
後
、飯
川
秋
共
迄
書
の
沙
汰
不
聞
之
、

書
籍
に
み
る
所
な
し
。
并
篁
卿
よ
り
朝
方
卿
迄
の
能
書
平
生
曲
筆
な

し（
（（
（

。

な
ど
と
、
と
く
に
そ
の
書
流
の
由
来
の
不
確
か
さ
へ
と
筆
誅
を
加
え
て
い

る
。
ま
た
尹
祥
の
門
弟
で
あ
っ
た
屋
代
弘
賢
が
寛
政
五
年
十
一
月
に
著
し

た
『
入
木
抄（
（（
（

』
は
持
明
院
流
入
木
道
の
来
歴
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
末
尾
は
次
の
よ
う
に
締
め
括
ら
れ
る
。

又
地
下
に
一
流
有
。
い
ま
の
書
博
士
甲
斐
守
保
孝
（
マ
マ
）そ
の
統
に
て
も
の

す
れ
と
筆
使
を
む
ね
と
せ
る
の
み
に
て
、
巨
細
の
故
実
は
伝
へ
し
ら

さ
る
に
や
。
抑
筆
持
様
筆
結
や
う
筆
使
等
の
こ
と
は
、
大
師
の
書
訣
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を
ま
も
り
、
手
本
は
三
賢
以
下
、
世
尊
寺
代
々
の
跡
を
習
、
尤
唐
土

の
本
は
宋
の
世
よ
り
こ
の
か
た
は
と
り
用
ま
し
き
な
り
。
よ
ろ
つ
の

故
実
は
持
明
院
家
に
つ
き
て
学
ふ
へ
き
こ
と
に
こ
そ
。
寛
政
五
年
十

一
月
日
源
弘
賢
識

こ
の
よ
う
に
書
博
士
で
あ
っ
た
賀
茂
保
考
を
わ
ざ
わ
ざ
名
指
し
で
批
判
し
、

持
明
院
流
の
正
統
た
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

江
戸
に
お
け
る
森
尹
祥
の
入
木
道
に
お
け
る
求
心
力
は
相
当
な
も
の
で

あ
っ
た
ら
し
く
、
例
え
ば
保
考
と
同
じ
賀
茂
社
の
社
家
の
生
ま
れ
で
、
有

栖
川
宮
家
の
諸
大
夫
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
歌
人
・
和
学
者
の
賀
茂
季
鷹

は
、
明
和
九
年
か
ら
寛
政
三
年
に
至
る
江
戸
在
府
期
間
中
に
尹
祥
と
何
度

か
接
点
を
持
っ
て
い
る
。
関
西
大
学
中
村
幸
彦
文
庫
蔵
『
季
鷹
家
集（
（（
（

』
の

寛
政
元
年
条
に
、

森
尹
祥
ぬ
し
の
会
始
に
梅
花
久
盛
と
い
ふ
心
を
待
聖
廟
広
前
と

い
ふ
懐
紙
に
て
遣
し
侍
り
し

　
　

異
木
に
も
吹
つ
た
へ
つ
ゝ
み
つ
か
き
の
久
し
く
匂
ふ
風
の
梅
か
ゝ

と
あ
っ
て
、
尹
祥
主
催
の
歌
会
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
ま

た
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
『
懐
紙
以
下
書
法　

色
紙
式（
（（
（

』
の
奥
書
の

一
部
に
、

　
　

右
一
巻
森
尹
祥
子
よ
り
か
り
え
て
う
つ
し
お
く
物
也

　
　
　

天
明
七
年
九
月
廿
五
日　

賀
茂
季
鷹

と
あ
っ
て
、
入
木
道
書
の
借
覧
な
ど
も
し
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。
季
鷹

自
身
、
江
戸
の
地
に
あ
っ
て
「
有
栖
川
宮
御
作
法
」
な
る
和
歌
書
法
の
伝

授
を
行
っ
て
い
た
形
跡
が
あ
り
、
そ
の
作
法
は
持
明
院
流
入
木
道
并
に
二

条
家
歌
学
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が（
（（
（

、

そ
の
一
方
で
尹
祥
に
対
し
て
甲
斐
流
入
木
道
を
も
修
し
て
い
る
か
の
ご
と

く
振
舞
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
、
寛
政
三
年
十
一
月
十
一
日
付
尹
祥
宛

保
考
書
状
（
先
掲
『
入
木
問
答
書
』
所
収
）
の
以
下
の
記
事
か
ら
窺
わ
れ
る
。

山
本
右
膳
季
鷹
、
此
度
上
京
之
事
ハ
明
年
賀
茂
社
役
大
行
事
被
相
勤

候
故
ニ
而
、
甲
斐
権
守
先
年
被
蒙
勅
許
候
、
是
ハ
季
鷹
ニ
不
限
い
つ

れ
も
賀
茂
氏
人
受
領
或
権
官
等
蒙
勅
許
候
、
駿
河
権
守
、
加
賀
権
守

ナ
ト
ヽ
申
輩
も
有
之
候
、
尤
多
人
数
之
事
ニ
候
間
、
位
階
計
ニ
而
無

官
も
御
座
候
、
筆
道
ノ
為
ニ
甲
斐
権
守
相
成
候
と
申
事
、
一
向
無
之

候
、
社
家
一
統
之
儀
ニ
而
蒙
勅
許
候
儀
ニ
御
座
候
、
保
考
甲
斐
守
之

事
ハ
筆
道
住
（
往
カ
）例
ニ
ヨ
テ
関
白
家
御
内
意
蒙
勅
許
候
事
ニ
而
御
座
候

（
中
略
）季
鷹
ナ
ト
ハ
当
夏
入
門
ニ
候
得
共
、未
何
事
も
相
伝
不
申
候
、

渡
世
之
為
ニ
い
ろ
〳
〵
乃
虚
言
申
候
と
存
候
、
畢
竟
不
論
候
、
必
御

疑
心
被
成
間
敷
候
（
平
出
闕
字
省
略
）

保
考
は
そ
う
し
た
季
鷹
の
行
為
を
「
渡
世
之
為
」
の
「
虚
言
」
と
一
蹴
し
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て
い
る
が
、
と
ま
れ
、
こ
の
時
期
の
江
戸
文
壇
に
お
い
て
い
か
に
入
木
道

の
知
識
と
書
法
と
が
耳
目
を
集
め
る
話
題
で
あ
っ
た
か
が
窺
い
知
れ
よ
う
。

　

閑
話
休
題
。
保
考
は
尹
祥
ほ
ど
に
ま
と
ま
っ
た
著
作
を
遺
し
て
い
な
い

た
め
、
断
片
的
な
発
言
を
拾
っ
て
ゆ
く
ほ
か
な
い
の
だ
が
、
ま
ず
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
文
化
財
団
蔵
『
松
平
定
信
旧
蔵
入
木
道
書
一
式
』
に
含
ま
れ
る
⑨
『
執

筆
法
』
の
保
考
書
入
を
挙
げ
よ
う
。
屋
代
弘
賢
は
同
書
の
注
解
の
中
で
『
今

昔
物
語
集
』
巻
一
一
「
弘
法
大
師
、
渡
唐
伝
真
言
教
帰
り
来
れ
る
語
」
の

五
筆
和
尚
説
話
を
引
き
、「
按
五
筆
之
号
不
審
予
別
有
考
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
別
考
自
体
は
該
書
に
附
属
し
て
い
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、

保
考
は
そ
れ
を
披
見
し
て
い
た
ら
し
く
、
当
該
注
記
に
対
し
て
次
の
よ
う

な
書
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

此
考
以
韓
方
明
授
筆
要
説
為
五
筆
。
五
筆
者
一
ヶ
之
口
伝
也
。
如
弘

賢
尹
祥
等
何
可
知
之
乎
。
且
弘
賢
考
ノ
コ
ト
ク
ナ
ラ
ハ
方
明
ヲ
可
号

五
筆
先
生
ト
。
シ
カ
ル
ニ
大
師
ヲ
五
筆
ト
奉
号
コ
ト
深
秘
々
々
。

空
海
の
異
名
「
五
筆
和
尚
」
の
由
来
に
関
す
る
保
考
の
反
論
は
、
と
く
に

何
ら
か
の
根
拠
を
示
す
で
も
な
く
単
に
口
伝
の
存
在
を
匂
わ
せ
る
に
過
ぎ

な
い
も
の
で
は
あ
る
の
だ
が
、
大
師
流
の
道
統
を
嗣
ぐ
者
と
し
て
弘
賢
と

そ
の
師
尹
祥
を
牽
制
し
よ
う
と
す
る
態
度
は
如
実
に
看
て
取
れ
る
。

　

ま
た
、『
無
題
銘
伝
書（
（（
（

』
と
い
う
複
数
の
入
木
道
書
の
合
写
本
の
巻
末

に
某
年
八
月
二
十
五
日
付
の
保
考
書
状
の
写
し
が
書
留
め
ら
れ
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
中
で
保
考
は
、

森
尹
祥
ヘ
ハ
決
而
御
知
ラ
セ
モ
被
下
間
敷
候
就
中
尊
円
御
聞
書
大
秘

書
ニ
テ
御
座
候
。
此
分
ハ
御
直
筆
ニ
テ
御
写
留
可
被
下
、
自
余
ノ
所

ハ
御
側
衆
ニ
御
写
サ
セ
ニ
テ
モ
随
分
不
苦
候
。

と
、
こ
れ
ら
の
伝
書
が
尹
祥
の
側
に
渡
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
欲
し
い
旨

を
断
っ
て
い
る
。
当
該
保
考
書
状
の
宛
所
「
両
少
将
様
」
に
つ
い
て
は
松

平
定
信
並
び
に
松
平
定
国
を
指
す
と
す
る
鈴
木
淳
の
指
摘
が
あ
り
、
首
肯

さ
れ
る（
（（
（

。

　

さ
ら
に
保
考
著
『
点
画
書
法
』（
寛
政
九
年
十
月
成（
（（
（

）
に
は
、

私
印
に
日
本
入
木
道
正
統
と
候
こ
と
世
上
に
は
そ
し
り
わ
ら
ふ
へ
く

候
半
歟
に
候
へ
と
も
私
意
は
を
ご
り
た
る
に
は
あ
ら
す
候
。
異
国
に

も
其
地
名
を
し
る
し
候
か
の
あ（
マ
マ
）

い
た
日
本
と
し
る
し
申
候
。
官
位
は

私
も
の
に
非
す
候
へ
は
恐
れ
て
印
中
に
は
無
御
座
候
。
今
書
た
る
も

の
に
は
官
位
或
姓
名
印
仕
候
。
印
は
不
入
こ
と
に
候
へ
と
も
当
時
の

風
俗
に
し
た
か
ひ
申
候
。
又
も
や
う
に
も
な
り
申
候
。

と
あ
る
が
、
実
際
に
保
考
所
用
の
印
と
し
て
「
日
本
入
木
道
正
統
四
十
二

世
慶
滋
考
印
」
と
の
白
文
方
印
が
確
認
で
き（
（（
（

、
こ
と
さ
ら
に
入
木
道
の
正

統
を
標
榜
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
で
の
保
考
の
態
度
も
、
尹
祥
ら
他
流
に
対
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す
る
牽
制
と
受
け
取
れ
な
く
も
な
い
。

　

こ
う
し
た
両
者
の
確
執
を
江
戸
の
持
明
院
流
と
京
の
大
師
流
と
い
う
派

閥
間
の
単
な
る
勢
力
争
い
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
が
、
だ
と
し
て
も
、

す
で
に
天
明
期
に
は
書
家
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
両
者
が
、
何
故
寛
政

年
間
に
入
っ
て
種
々
の
衝
突
を
見
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
論

者
の
考
え
で
は
、
先
に
も
引
い
た
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
『
松
平
定

信
旧
蔵
入
木
道
書
一
式
』
中
の
尹
祥
著
『〔
賢
聖
障
子
董
仲
舒
賈
誼
小
伝

並
に
書
論
〕』
に
お
け
る
「
尹
祥
は
古
伝
を
深
く
信
し
て
岡
本
甲
斐
守
保

考
に
一
年
先
達
而
尾
張
亜
相
公
の
御
屏
風
の
小
伝
を
は
古
法
を
以
て
書
た

る
也
」
と
の
記
事
が
ひ
と
つ
の
手
掛
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
先
述
の
通
り
、
寛
政
五
年
に
尹
祥
は
徳
川
宗
睦
の
発
案
で
製
作

さ
れ
た
賢
聖
障
子
摸
本
の
色
紙
形
へ
の
揮
毫
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
保

考
が
実
際
に
禁
裏
の
紫
宸
殿
に
用
い
ら
れ
る
賢
聖
障
子
の
色
紙
形
に
染
筆

す
る
寛
政
六
年
十
月
に
約
一
年
先
ん
じ
て
い
た
。
松
平
定
信
へ
の
献
上
本

と
思
し
い
同
書
に
尹
祥
が
わ
ざ
わ
ざ
保
考
の
名
を
書
き
付
け
た
の
は
、
寛

政
十
二
年
頃
に
成
っ
た
定
信
著
『
退
閑
雑
記
』
後
編
巻
之
二
に
、

入
木
道
と
て
あ
る
が
、
い
ま
は
何
に
は
か
う
や
う
に
か
く
な
ん
ど
い

ふ
如
く
、
旗
、
あ
る
は
具
足
櫃
よ
り
し
、
短
冊
色
紙
の
た
ぐ
ひ
に
も
、

そ
れ
〳
〵
の
書
か
た
の
法
あ
る
を
い
へ
ど
、
こ
は
末
な
り
け
り
。
実

は
筆
法
の
事
に
て
そ
あ
り
け
る
。
い
ま
大
炊
御
門
、
ま
た
は
加
茂
の

甲
斐
て
ふ
人
、
そ
の
伝
は
得
て
け
り
。
其
筆
法
少
し
計
き
ゝ
習
ひ
た

る
が
、
始
て
物
か
く
事
を
し
り
た
る
心
地
に
て
、
晋
唐
の
諸
名
家
、

弘
法
道
風
な
ん
ど
の
た
ぐ
ひ
の
た
へ
な
る
も
は
じ
め
て
し
り
侍
り

ぬ
。
さ
れ
ば
物
こ
と
し
ら
で
、
何
く
れ
と
利
口
に
言
な
し
侍
る
そ
浅

ま
し
け
れ
。
文
字
に
、
か
く
ば
か
り
の
法
あ
る
事
と
も
し
ら
で
、
め

た
に
書
な
し
て
人
に
も
や
り
、
物
に
も
の
こ
し
た
る
、
い
ま
さ
ら
口

惜
き
計
な
り
。
い
ま
欧
法
の
顔
法
の
と
て
か
き
侍
る
は
、
た
ゞ
尭
の

服
計
着
て
、
尭
の
行
ひ
も
心
も
し
ら
ざ
る
な
り
。
宋
の
代
、
人
の
心

た
か
く
、
物
か
く
事
を
ば
、
小
事
と
し
て
、
気
象
も
て
そ
の
法
な
ん

ど
を
や
ぶ
り
す
て
た
り
し
に
ぞ
。
晋
唐
に
お
と
り
た
る
、
い
は
で
も

知
る
べ
し
。
さ
れ
ば
も
の
事
に
う
と
く
て
、
何
く
れ
と
い
ふ
は
無
下

の
事
な
り（
（（
（

。

と
あ
る
な
ど
、
定
信
が
保
考
を
介
し
て
大
師
流
へ
の
傾
倒
を
見
せ
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
も
与
っ
て
い
よ
う
が
、
や
は
り
復
古
様
式
で
の
造
営
が
な
さ
れ
た

寛
政
度
内
裏
の
賢
聖
障
子
銘
の
筆
者
と
し
て
真
に
相
応
し
い
の
は
持
明
院

家
で
あ
る
と
い
う
尹
祥
の
認
識
の
発
露
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

禁
裏
の
紫
宸
殿
を
飾
る
賢
聖
障
子
は
、
王
朝
期
以
来
の
由
緒
あ
る
画
題

と
し
て
極
め
て
高
い
権
威
を
有
し
、
当
代
一
流
の
絵
師
が
そ
の
図
像
を
描
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い
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
美
術
史
や
建
築
史
の
方
面
で
の
研
究
上
の
蓄
積

が
備
わ
る（
（（
（

。
従
来
の
研
究
で
も
賢
聖
像
と
い
う
絵
画
的
側
面
の
方
に
目
が

向
け
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
か
つ
て
小
野
道
風
が
そ
の
生
涯
に
七
度
ま
で

揮
毫
し（
（（
（

、
鎌
倉
・
室
町
期
を
通
じ
て
世
尊
寺
家
歴
代
が
そ
の
役
を
務
め
て

き
た
、
賢
聖
像
に
付
帯
す
る
色
紙
形
に
書
か
れ
る
賢
聖
銘
の
筆
者
と
い
う

地
位
も
ま
た
、
書
家
に
と
っ
て
最
上
の
栄
誉
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
近
世
期
に
お
け
る
内
裏
造
営
は
慶
長
度
か
ら
安
政
度
ま
で
八
度

に
及
び
、
安
政
度
を
除
い
て
賢
聖
障
子
も
そ
の
都
度
新
調
さ
れ
て
い
る
。

寛
永
度
以
前
の
筆
者
は
未
詳
な
が
ら
、
そ
の
後
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

承
応
度　

持
明
院
基
定
筆　

寛
文
度　

持
明
院
基
定
筆　

※
但
し
寛
文
十
一
年
十
一
月
に
持
明
院

　
　
　
　

基
時
が
書
き
改
め
る
。

延
宝
度　

持
明
院
基
時
筆　

宝
永
度　

近
衛
家
凞
筆　

寛
政
度　

賀
茂
保
考
筆

安
政
度　

寛
政
度
の
賀
茂
保
考
筆
の
も
の
を
転
用
し
、
岡
本
保
誠
補

　
　
　
　

筆（
（（
（

。

す
な
わ
ち
世
尊
寺
家
の
書
法
を
継
承
す
る
持
明
院
家
が
近
世
前
期
ま
で
独

占
し
て
い
た
地
位
が
、
宝
永
度
の
近
衛
家
凞
を
境
と
し
て
大
師
流
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
家
凞
の
大
師
流
の
書
家
と
し
て
の
側

面
は
緑
川
明
憲
「
大
師
流
継
承
者
と
し
て
の
近
衛
家
熈（
（（
（

」
に
詳
し
い
が
、

当
該
論
文
に
お
い
て
緑
川
は
大
師
流
に
関
す
る
近
世
期
の
言
説
の
い
く
つ

か
を
拾
い
上
げ
つ
つ
、

大
師
流
の
実
際
の
成
立
に
つ
い
て
は
、『
入
木
道
注
進
書
』
に
み
え

る
越
前
の
朝
倉
家
に
関
わ
り
の
あ
る
と
さ
れ
る
曽
我
孝
成
が
生
き
た

中
世
末
期
に
、
弘
法
大
師
空
海
に
対
す
る
信
仰
の
広
ま
り
と
と
も
に

そ
の
書
風
を
慕
う
多
く
の
者
が
空
海
の
書
風
を
も
と
に
形
成
し
、
の

ち
に
敦
直
が
流
派
と
し
て
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
、
家
熈
の
時
代
か

ら
見
れ
ば
い
く
つ
か
存
在
す
る
書
の
流
派
の
な
か
で
は
し
か
る
べ
き

由
緒
を
持
た
な
い
新
興
の
流
派
で
あ
る
と
い
え
る
。

と
述
べ
、
さ
ら
に
近
衛
基
熈
『
基
熈
公
記
』
貞
享
三
年
九
月
十
八
日
条
の

記
事
に
基
づ
き
、
大
師
流
は
当
時
に
お
い
て
「
無
名
に
近
い
流
派
」
に
過

ぎ
な
か
っ
た
と
の
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
寛
政
期
の
森
尹
祥
が
執
拗

に
指
弾
し
て
い
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
新
興
流
派
た
る
大
師
流
の
由

緒
の
不
確
か
さ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
す
で
に
寛
政
度
内
裏
に
お
け
る
賢
聖

障
子
銘
の
筆
者
に
選
定
さ
れ
て
い
た
保
考
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
も
は
や
無

視
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
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既
述
の
通
り
、
高
辻
福
長
と
五
条
為
徳
が
寛
政
二
年
十
月
に
勘
申
し
た

小
伝
本
文
が
保
考
に
よ
っ
て
色
紙
形
に
揮
毫
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
四
年

後
の
寛
政
六
年
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。『
賀
茂
社
家
系
図
』
第
十
二（
（（
（

の

賀
茂
保
考
項
に
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
管
見
の
か
ぎ
り
最
も
詳
細
な
記

事
が
あ
る
。
長
文
な
が
ら
以
下
に
引
い
て
お
く
。

寛
政
二
年
九
廿
八
、
議
奏
中
山
前
大
納
言
愛
親
卿
依
御
招
参
上
、
御

対
顔
被
仰
渡
曰
賢
聖
御
障
子
色
紙
并
九
枚
下
馬
簡
等
清
書
宣
下
之
旨

也十
一
十
六
、
下
馬
簡
九
枚
清
書
出
来
、
同
日
献
之
、
後
日
自
伝
奏
衆

御
招
為
御
褒
美
白
銀
三
十
枚
賜
之
、
同
日
自
中
山
前
大
納
言
愛
親
卿

御
招
賢
聖
障
子
小
伝
勘
文
二
通
東
方
高
辻
文
章
博
士
福
長
朝
臣
西
方

五
條
文
章
博
士
大
内
記
為
徳
朝
臣
被
下
之

同
四
年
冬
、
御
色
紙
雖
賜
之
、
依
所
労
延
引
之
御
断
申
上
之
処
、
聞

食
之
旨
也

同
六
年
十
六
、
自
議
奏
広
橋
前
大
納
言
伊
光
卿
、
保
考
代
胡
保
御
招

参
上
之
処
、
被
仰
渡
曰
先
達
而
被
仰
渡
候
賢
聖
障
子
清
書
之
儀
、
保

考
依
所
労
延
引
之
処
、
於
此
節
者
少
々
快
方
時
々
致
染
筆
候
由
被
聞

食
候
、
因
茲
雖
為
所
労
中
清
書
被
仰
出
候
間
、
経
数
日
侭
ニ
可
相
認

旨
也
、
謹
而
御
請
申
上
、
同
月
自
八
日
到
廿
四
日
清
書
出
来

同
廿
五
、
御
色
紙
清
書
出
来
之
旨
一
條
殿
下
江
及
言
上
了

同
廿
七
、
可
献
上
旨
被
仰
出
、
因
茲
即
日
胡
保
持
参
、
尤
御
色
紙
東

四
間
分
（
割
書
・
十
六
人
分
三
十
二
枚
）
西
四
間
分
（
割
書
・
十
六

人
分
三
十
二
枚
）
都
合
六
拾
四
枚
、
且
先
達
而
被
下
置
小
伝
草
二
通

相
添
之
、
議
奏
広
橋
前
大
納
言
伊
光
卿
江
差
上
之
処
、
可
被
及
御
披

露
間
、
尚
明
日
可
相
窺
旨
也
、
尤
是
先
殿
下
江
入
御
内
覧
了

同
廿
八
、
胡
保
非
蔵
人
口
江
参
上
之
処
、
伊
光
卿
御
出
逢
御
演
説
曰
、

昨
日
者
色
紙
清
書
献
上
及
披
露
処
、
保
考
雖
所
労
中
黒
色
殊
外
宜
筆

勢
相
勝
候
由

天
気
ニ
モ　

叡
感
御
座
旨
也
、且
小
伝
勘
文
者
尚
自
跡
可
下
賜
旨
也
、

右
謹
而
承
之
退
下
、
即
殿
下
江
一
々
言
上
之
、
同
年
閏
十
一
廿
七
依

召
胡
保
参
上
之
処
、
小
伝
勘
文
二
通
被
下
之

同
七
年
六
廿
三
依
召
胡
保
参
上
之
処
御
内
為
御
褒
美
判
金
壹
枚
賜
之

す
な
わ
ち
、
寛
政
二
年
九
月
二
十
八
日
に
賢
聖
障
子
銘
及
び
下
馬
札
へ
の

揮
毫
を
命
ぜ
ら
れ
、
後
者
の
方
は
す
ぐ
さ
ま
同
年
十
一
月
に
清
書
を
終
え

た
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
寛
政
四
年
冬
に
至
っ
て
住
吉
広
行
の
下
絵
あ
る

色
紙
形
を
賜
っ
た
も
の
の
、「
所
労
」
の
た
め
に
揮
毫
は
延
期
し
た
い
旨

を
願
い
出
、
さ
ら
に
二
年
後
の
寛
政
六
年
十
月
八
日
か
ら
二
十
四
日
に
か

け
て
よ
う
や
く
清
書
を
果
た
し
た
の
だ
と
い
う
。
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と
こ
ろ
で
、
天
明
の
大
火
に
よ
っ
て
灰
燼
に
帰
し
た
禁
裏
の
再
建
に
あ

た
っ
て
、
朝
廷
側
の
意
向
に
よ
り
王
朝
期
に
範
を
と
っ
た
復
古
様
式
で
の

造
営
が
進
め
ら
れ
て
い
た
寛
政
度
内
裏
に
お
け
る
賢
聖
障
子
は
、
幕
府
儒

官
の
柴
野
栗
山
に
よ
り
賢
聖
像
に
関
し
て
は
入
念
な
考
証
が
な
さ
れ
て
い

た
が
（『
賢
聖
障
子
名
臣
冠
服
考
証
』）、
一
方
で
そ
の
賢
聖
像
に
付
帯
す

る
色
紙
形
や
そ
こ
に
書
か
れ
る
銘
や
小
伝
の
書
法
に
つ
い
て
は
栗
山
側
で

何
ら
考
証
を
行
っ
た
形
跡
が
な
く
、
結
局
の
と
こ
ろ
書
博
士
賀
茂
保
考
に

一
任
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
故
実
に

即
し
た
書
法
が
求
め
ら
れ
る
賢
聖
障
子
銘
の
揮
毫
は
細
心
の
配
慮
を
以
て

行
わ
れ
た
に
相
違
な
く
、
先
に
見
た
保
考
の
「
所
労
」
の
内
実
も
そ
の
こ

と
と
関
係
す
る
も
の
と
考
え
て
良
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
江
戸
の
森

尹
祥
か
ら
の
批
判
が
始
ま
る
の
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
最
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

世
尊
寺
家
の
書
法
を
受
け
継
ぐ
持
明
院
流
に
属
す
る
尹
祥
に
と
っ
て
は
、

他
流
に
よ
っ
て
賢
聖
障
子
銘
筆
者
の
地
位
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
到
底
受
け

容
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
森
公
風
編
『
入
木
道
伝
書
目
録
』

末
尾
に
、

　
　

唯
授
一
人
潅
頂
伝
授

　
　
　

第
一　

錦
御
旗
図
并
一
軸
有
之

　
　
　

第
二　

武
家
御
旗
同

　
　
　

第
三　

太
上
天
皇
御
辞
表
図
有
之

　
　
　

第
四　

年
中
行
事
障
子
同

　
　
　

第
五　

悠
紀
主
基
屏
風
色
紙
同

　
　
　

第
六　

賢
聖
障
子
同

　
　
　

第
七　

勅
額
法
一
巻
并
図
数
巻
有
之

　
　
　
　

已
上
七
ヶ
条
為
入
木
道
極
秘
、
曽
而
不
出
門
外
、

　
　
　

右
七
ヶ
条
を
残
り
な
く
つ
た
ふ
る
を
も
て
皆
伝
と
申
也
、

　
　

一
秘
が
き
あ
な
か
し
こ
、

　
　
　
　

寛
政
二
年
晩
秋
政
記
之　
　

源
尹
祥（
（（
（

と
、
保
考
が
賢
聖
障
子
銘
の
揮
毫
を
命
じ
ら
れ
た
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
、

そ
の
賢
聖
障
子
を
含
め
た
禁
裏
の
書
役
を
「
七
ヶ
條
」
の
「
入
木
道
秘
伝
」

と
し
て
改
め
て
尹
祥
が
書
き
記
し
て
い
る
の
は
偶
然
と
は
見
做
し
が
た
い
。

先
掲
『〔
賢
聖
障
子
董
仲
舒
賈
誼
小
伝
並
に
書
論
〕』
で
尹
祥
が
自
身
の
書

法
を
「
古
伝
」「
古
法
」
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
も
、

保
考
の
側
は
そ
れ
を
全
く
欠
い
て
い
る
と
彼
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
享
禄
二
年
の
世
尊
寺
行
季
の
死
没
に
よ
っ
て
断
絶
し
た
世
尊

寺
家
の
書
法
を
受
け
継
ぐ
持
明
院
流
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
伝
承
経
路
の

明
瞭
さ
か
ら
い
っ
て
賢
聖
障
子
銘
の
書
法
は
自
家
に
こ
そ
正
し
く
伝
わ
っ
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て
い
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
確
か
に
理
に
適
っ
て
い
る（
（（
（

。
対
し
て
先
述
の

ご
と
く
当
時
に
お
い
て
も
由
緒
が
不
透
明
な
新
興
勢
力
と
見
做
さ
れ
て
い

た
近
世
期
の
大
師
流
に
と
っ
て
、
賢
聖
障
子
銘
の
書
法
に
つ
い
て
の
確
固

た
る
故
実
が
自
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
伴
う
こ
と
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
宝
永
度
に
近
衛
家
凞
の
行
っ
た
例

外
的
な
事
例
以
外
に
実
績
を
持
た
な
い
中
で
、
保
考
は
「
所
労
」
を
重
ね

て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
果
た
し
て
約
四
年
も
の
時
を
経
、
保
考
は

慎
重
に
検
討
を
重
ね
た
上
で
銘
及
び
小
伝
の
清
書
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
尹
祥
の
側
か
ら
は
そ
れ
以
後
も
繰
り
返
し
、
い
か
に
大
師
流
の
書
法

が
無
根
拠
で
そ
の
道
統
が
不
明
瞭
で
あ
る
か
を
指
弾
さ
れ
続
け
る
羽
目
に

な
る
の
で
あ
っ
た
。
以
上
、
断
片
的
な
資
料
を
列
ね
て
き
た
が
、
つ
ま
る

と
こ
ろ
尹
祥
と
保
考
の
争
論
の
核
心
に
あ
っ
た
の
は
賢
聖
障
子
銘
の
筆
者

と
し
て
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
と
見
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

　

翻
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
こ
そ
、
保
考
が
抱
え

て
い
た
そ
う
し
た
問
題
を
一
挙
に
解
決
し
得
る
、
ま
こ
と
に
都
合
の
良
い

書
物
な
の
で
あ
っ
た
。
古
く
は
平
安
中
期
の
藤
原
定
頼
に
ま
で
遡
る
複
数

の
奥
書
や
序
文
の
存
在
は
、
大
師
流
の
由
緒
正
し
さ
を
雄
弁
に
語
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
焦
眉
の
課
題
で
あ
る
賢
聖
障
子
銘

の
揮
毫
と
深
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
が
飯
河
秋
共
奥
書
で
あ
る
。

当
該
奥
書
は
そ
の
原
型
と
思
し
き
『
加
茂
書
博
士
法
系
』
に
あ
る
文
章
と

も
ど
も
先
に
引
用
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
の

保
考
著
『
世
尊
寺
家
略
系
以
下
之
事
』
に
見
え
る
一
条
を
示
す
。

孝
成
之
同
僚
諏
訪
兵
庫
頭
貞
秋
（
割
書
・
本
義
教
公
近
臣
之
裔
也
）

行
房
行
尹
之
所
伝
受
之
奥
義
及
額
色
紙
形
行
豊
卿
之
口
訣
等
受
之
於

貞
秋
々
共
以
及
高
野
大
師
之
書
法
世
尊
寺
之
格
式
兼
伝
之　
　
（
朱

筆
・
伝
来
以
旧
記
々
之
）　　

保
考
記

す
な
わ
ち
、
曽
我
孝
成
と
飯
河
秋
共
の
二
人
を
大
師
流
と
世
尊
寺
流
の
双

方
の
書
法
を
兼
ね
伝
え
た
人
物
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
こ
れ
は
世
尊
寺
流
の
色
紙
形
・
額
の
書
法
を
自
家
へ
取
り
込
む
た

め
に
保
考
が
行
っ
た
意
図
的
な
操
作
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
、
事
実
、
先

掲
の
鍋
島
直
條
『
楓
園
家
塵
』
所
収
の
「
賀
茂
生
直
家
書
法
相
伝
系
図
」

（
元
禄
九
年
頃
成
立（
（（
（

）
や
藤
木
司
直
の
『
太
上
皇
賜
名
筆
道
本
原
』（
正
徳

五
年
成
）『
入
木
道
注
進（
（（
（

』（
享
保
五
年
成
カ
）
な
ど
と
い
っ
た
保
考
以
前

の
甲
斐
流
（
賀
茂
流
）
の
人
々
の
文
章
に
は
、
孝
成
・
秋
共
が
世
尊
寺
流

の
伝
授
を
受
け
て
い
る
な
ど
と
い
っ
た
記
事
は
一
切
見
え
な
い
。
中
世
期

を
通
じ
て
賢
聖
障
子
銘
の
筆
者
を
世
尊
寺
家
歴
代
が
担
っ
て
き
た
と
い
う

事
実
は
動
か
し
よ
う
も
な
い
が
、
過
去
に
遡
っ
て
そ
の
書
法
が
自
家
へ
と

伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
し
て
し
ま
え
ば
、
尹
祥
側
か
ら
の
批
判
を
取
り
敢
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え
ず
は
か
わ
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
保
考
に
よ
る
『
弘
法

大
師
書
流
系
図
』
の
編
纂
意
図
は
こ
こ
に
明
白
で
あ
ろ
う
。
偽
書
の
生
成

と
は
常
に
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、『
弘
法
大
師
書

流
系
図
』
と
は
争
論
の
結
果
と
し
て
産
み
出
さ
れ
た
対
抗
言
説
と
し
て
の

書
物
な
の
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
保
考
は
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
な
る
偽
書

の
作
製
に
ま
で
及
ん
だ
に
も
関
わ
ら
ず
、
尹
祥
の
批
判
を
完
全
に
封
じ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
寛
政
度
内
裏
に
お
け
る

賢
聖
障
子
銘
筆
者
と
し
て
の
地
位
は
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
、
そ
の
褒
賞
と
し

て
寛
政
十
二
年
五
月
二
十
五
日
に
は
正
四
位
下
へ
の
昇
叙
を
果
た
し
、
そ

の
後
も
紫
宸
殿
承
明
門
等
の
額
（
享
和
三
年
）、
太
政
官
印
（
文
化
五
年
）、

日
給
簡
（
文
化
六
年
）
の
揮
毫
と
い
っ
た
禁
裏
御
用
を
務
め
る
傍
ら
（『
地

下
家
伝
』『
賀
茂
社
家
系
図
』）、
松
平
定
信
や
松
平
定
国
と
い
っ
た
武
家

方
と
の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
ご
と
く
で
あ
る（
（（
（

。
か
く
見
て
く
れ
ば
定
国
・

定
信
の
兄
弟
が
蒐
集
し
た
多
数
の
入
木
道
書
も
、
江
戸
の
持
明
院
流
森
尹

祥
と
京
の
大
師
流
賀
茂
保
考
と
い
う
両
陣
営
が
争
論
を
行
う
中
で
、
互
い

に
自
家
の
優
位
性
を
主
張
す
べ
く
種
々
の
活
動
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
蓄

積
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
は
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
『
松
平
定
信
旧
蔵
入
木
道

書
一
式
』
を
出
発
点
と
し
て
松
平
定
信
の
入
木
道
書
蒐
集
活
動
に
つ
い
て

考
察
し
、『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
と
い
う
偽
書
の
生
成
過
程
に
関
す
る

検
証
を
経
つ
つ
、
寛
政
期
に
隆
盛
を
み
た
入
木
道
書
の
生
成
と
伝
播
の
背

景
に
は
、
幕
府
書
道
師
範
の
森
尹
祥
と
書
博
士
賀
茂
保
考
と
い
う
、
持
明

院
流
と
大
師
流
、
ま
た
幕
府
と
朝
廷
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
能
書
の
間
で

生
じ
た
寛
政
度
内
裏
に
お
け
る
賢
聖
障
子
銘
の
揮
毫
を
め
ぐ
る
対
立
が
存

在
し
て
い
た
と
結
論
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

賀
茂
保
考
に
つ
い
て
は
従
来
ま
と
ま
っ
た
研
究
が
な
く
、
本
稿
で
も
断

片
的
な
資
料
を
い
く
つ
か
拾
い
上
げ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
近
世
後
期
の
京

洛
雅
文
壇
を
牽
引
し
て
い
た
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
も
ま
た
書
の
上
で
は

保
考
の
門
人
で
あ
り（
（（
（

、
江
戸
の
和
学
者
橘
千
蔭
も
保
考
へ
入
門
誓
詞
を
送
っ

て
い
る
な
ど（
（（
（

、
彼
が
主
唱
し
た
大
師
流
入
木
道
は
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九

世
紀
初
頭
に
か
け
て
相
当
の
勢
力
を
保
っ
て
い
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。

正
式
に
入
門
の
礼
を
執
っ
た
か
は
未
詳
な
が
ら
、
恐
ら
く
松
平
定
信
や
松

平
定
国
も
保
考
の
門
人
格
で
あ
っ
た
と
見
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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積
書
堂
光
英
撰
『
類
題
若
菜
集
』（
文
政
十
年
刊
）
な
ど
、
近
世
後
期
の

類
題
和
歌
集
に
は
彼
の
名
が
散
見
し
、
歌
人
と
し
て
の
活
動
も
確
認
さ
れ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
保
考
も
ま
た
近
世
後
期
の
学
芸
史
を
語
る
上

で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
一
人
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

た
だ
そ
の
一
方
で
、
近
世
期
の
大
師
流
は
持
明
院
家
の
よ
う
な
確
固
と

し
た
伝
統
を
持
た
な
い
新
興
の
流
派
で
あ
り
、
当
代
に
お
け
る
地
位
が
上

昇
し
て
ゆ
く
に
つ
れ
、
書
流
と
し
て
の
由
緒
も
そ
の
地
位
に
相
応
し
い
も

の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
『
弘

法
大
師
書
流
系
図
』
に
即
し
て
検
討
し
て
き
た
通
り
、
大
師
流
の
中
で
も
、

主
と
し
て
賀
茂
社
の
社
家
の
間
で
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
甲
斐
流
（
賀
茂
流
）

の
道
統
意
識
の
形
成
過
程
に
は
大
き
く
二
つ
の
契
機
が
あ
っ
た
。
第
一
は

藤
木
司
直
な
い
し
は
そ
の
周
辺
に
お
い
て
十
八
世
紀
初
頭
に
唐
の
韓
方
明

と
空
海
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
こ
と
、
第
二
は
十
八
世
紀
末
に
賀
茂
保
考

が
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の
書
物
と
し
て
の
信
憑
性
を
高
め
る
べ
く
序

文
と
複
数
の
奥
書
を
捏
造
し
、
さ
ら
に
は
曽
我
孝
成
・
飯
河
秋
共
を
介
し

て
世
尊
寺
流
の
額
と
色
紙
形
の
書
法
を
自
流
に
取
り
込
ん
で
み
せ
た
こ
と

で
あ
る
。
無
論
こ
れ
は
歴
史
の
改
竄
と
い
う
ほ
か
な
い
の
だ
が
、
結
果
と

し
て
彼
ら
の
戦
略
は
功
を
奏
し
た
よ
う
で
、
大
師
流
は
近
世
を
経
て
近
代

ま
で
書
流
と
し
て
の
命
脈
を
保
つ
に
至
る
の
で
あ
る（
（（
（

。

注（
1
）	『
書
と
生
き
る
―
江
戸
人
の
文
雅
愛
好
』（
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究

所
斯
道
文
庫
・
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
四
）。

（
2
）	朝
倉
治
彦
監
修
・
高
倉
一
紀
解
説
『
松
平
定
信
蔵
書
目
録
』（
ゆ
ま

に
書
房
、
二
〇
〇
五
）
に
影
印
が
備
わ
る
定
信
旧
蔵
書
の
目
録
二
種

に
こ
れ
ら
の
書
名
は
見
え
な
い
。
た
だ
、
そ
も
そ
も
当
該
目
録
二
種

に
は
入
木
道
書
の
類
が
一
切
見
え
ず
、
後
述
の
よ
う
に
相
当
数
の
入

木
道
書
を
所
有
し
て
い
た
は
ず
の
定
信
の
蔵
書
の
全
貌
と
し
て
は
不

審
な
点
が
残
る
。
入
木
道
書
に
関
し
て
は
何
ら
か
の
理
由
で
目
録
が

そ
も
そ
も
作
ら
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
別
途
製
作
さ
れ
て
い
た

か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
3
）	森
尹
祥
に
関
し
て
は
鈴
木
淳「
幕
府
書
道
師
範
森
尹
祥
の
書
学
」（『
江

戸
和
学
論
考
』
ひ
つ
じ
書
房
、
一
九
九
七
、
所
収
）
に
詳
論
が
あ
る
。

（
4
）	『
日
本
書
画
苑
』
第
一
巻
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
四
）
一
三
五
頁
。

（
5
）	大
道
寒
渓
「
持
明
院
流
入
木
道
」（『
美
術
・
工
芸
』
第
一
六
号
、
一

九
四
三
）。

（
6
）	写
本
。
特
大
本
一
冊
。
請
求
記
号
セ
二
〇
二
‐
一
七
七
。
ま
た
外
題
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に
「
賢
聖
障
子
名
臣
小
伝
」
と
あ
る
架
蔵
本
（
印
記
「
亘
理
文
庫
」）

も
ほ
ぼ
同
内
容
の
一
本
で
、
当
該
引
用
箇
所
に
つ
い
て
は
異
同
が
認

め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
本
は
小
伝
本
文
に

見
消
ち
に
よ
る
推
敲
箇
所
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
架
蔵
本
で
は
そ
れ

ら
は
悉
く
削
ら
れ
て
い
る
た
め
、
架
蔵
本
は
よ
り
後
の
段
階
の
本
文

を
備
え
た
も
の
と
考
え
る
。

（
7
）	徳
川
美
術
館
蔵
蔵
本
は
未
見
で
あ
る
が
、
内
閣
文
庫
蔵
『
視
聴
草
』

三
集
之
六
所
収
「
紫
宸
殿
賢
聖
障
子
画
摸
本
屏
風
記
」
及
び
「
賢
聖

障
子
名
臣
像
縮
本
帖
子
記
」
は
該
書
と
同
一
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
8
）	鎌
田
純
子
「
寛
政
度
御
所
造
営
に
お
け
る
賢
聖
障
子
の
製
作
過
程
に

つ
い
て
」（『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
第
二
四
号
、
二
〇
〇
六
）
及
び

同
氏
「
名
古
屋
東
照
宮
所
蔵
「
東
照
宮
縁
起
絵
巻
」
の
製
作
背
景
に

つ
い
て
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
三
二
輯
、
二
〇
〇
五
）
参
照
。
な
お
前

者
の
論
考
に
は
、徳
川
宗
睦
が
製
作
を
命
じ
た
賢
聖
障
子
の
摸
本
が
、

東
京
国
立
博
物
館
現
蔵
の
八
曲
二
双
の
賢
聖
障
子
図
摸
本
で
は
な
い

か
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
後
者
の
論
考
で
は
、
尾
張
家
の
『
御
日

記
』『
御
記
録
』
の
寛
政
六
年
十
月
十
五
日
条
に
、
尹
祥
が
江
戸
の

尾
張
藩
邸
へ
「
賢
聖
障
子
屏
風
拝
見
」
の
た
め
に
息
子
久
治
郎
と
共

に
参
上
し
た
旨
の
記
事
が
あ
る
旨
の
指
摘
も
あ
り
、
こ
の
時
期
に
尹

祥
が
尾
張
徳
川
家
の
書
道
の
御
用
を
頻
繁
に
務
め
て
い
た
ら
し
い
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。

（
9
）	東
京
大
学
料
編
纂
所
蔵
の
到
津
公
誼
著『
到
津
家
譜
』（
明
治
八
年
成
・

請
求
記
号
四
一
七
五
─

一
六
二
）
参
照
。

（
10
）	『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
安
永
六
年
七
月
に
御
旗
奉
行
と

な
っ
て
お
り
、
天
明
元
年
正
月
に
七
十
歳
で
没
し
て
い
る
（
第
二
十

巻
三
二
六
頁
）。

（
11
）	巻
子
本
一
軸
。
請
求
記
号
一
五
─

七
九
九
。

（
12
）	巻
子
本
一
軸
。
外
題「
道
風
百
八
字
形
」。
請
求
記
号
一
五
─

八
〇
三
。

（
13
）	巻
子
本
一
巻
。
請
求
記
号
一
五
─

七
九
二
。

（
14
）	大
本
二
冊
。
請
求
記
号
一
五
─

六
〇
七
。

（
15
）	大
本
一
冊
。
請
求
記
号
一
五
─

七
三
七
。

（
16
）	念
の
た
め
に
述
べ
て
お
く
が
、
こ
の
四
点
は
『
国
書
総
目
録
』
並
び

に
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
ま
た

論
者
の
調
査
に
基
づ
く
か
ぎ
り
、
い
ず
れ
も
他
機
関
に
は
所
蔵
が
確

認
で
き
な
い
か
、
も
し
く
は
現
存
数
が
僅
か
一
、
二
本
ほ
ど
の
も
の

で
あ
っ
て
、
決
し
て
広
く
流
布
し
た
書
物
で
は
な
い
。
無
論
こ
の
手

の
入
木
道
書
は
写
本
が
作
ら
れ
る
都
度
に
異
な
る
書
名
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
た
め
今
後
の
調
査
に
俟
つ
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
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が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
だ
け
複
数
の
資
料
に
臨
写
関
係
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
は
単
な
る
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。

（
17
）	新
井
栄
蔵
『「
書
」
の
秘
伝
―
入
木
道
の
古
典
を
読
む
―
』（
平
凡
社
、

一
九
九
四
）、
鈴
木
淳
「
田
藩
文
庫
考
」（『
田
藩
文
庫
目
録
と
研
究
』

青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
六
、
所
収
）。

（
18
）	鈴
木
淳
「
田
藩
文
庫
考
」（
注
17
前
掲
論
文
）。

（
19
）	注
4
前
掲『
日
本
書
画
苑
』第
一
。な
お
底
本
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
20
）	小
笹
喜
三
『
書
道
大
師
流
綜
考
』（
私
家
版
、
一
九
四
一
）。
底
本
に

つ
い
て
は
「
書
博
士
岡
本
氏
本
に
基
け
る
一
本
」
と
あ
る
の
み
で
未

詳
。

（
21
）	黒
板
勝
美
「
入
木
道
に
於
け
る
空
海
」。『
虚
心
文
集
』
第
六
（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
四
〇
）
所
収
。
初
出
は
『
書
苑
』
第
一
巻
三
号
及
び

第
二
巻
九
号
、
一
九
一
二
〜
一
九
一
三
。

（
22
）	神
田
喜
一
郎
「
三
筆
に
つ
い
て
」『
書
道
全
集
』
第
十
一
巻
（
平
凡
社
、

一
九
六
五
）
所
収
。

（
23
）	小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
上
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
〇
）
三
八

五
頁
以
下
。

（
24
）	当
該
系
図
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
注
23
前
掲
の
小
松
茂
美
『
日
本
書

流
全
史
』
に
諸
本
六
本
の
紹
介
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
書
博
士
道
統

系
譜　

一
巻　

北
野
克
氏
蔵
」
と
あ
る
一
本
は
実
見
し
得
な
か
っ
た

が
、
以
下
の
十
一
本
に
は
残
り
の
五
本
（
松
山
文
庫
本
・
静
嘉
堂
文

庫
本
甲
・
吉
阪
秀
峻
本
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
・
神
宮
文
庫
本
）

が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

（
25
）	注
23
前
掲
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
三
八
五
頁
。

（
26
）	雅
俗
の
会
「
名
家
書
簡
披
展　

八
」（『
雅
俗
』
第
八
号
、二
〇
〇
一
）

所
収
の
某
年
某
月
十
八
日
付
蒔
田
必
器
宛
橋
本
経
亮
書
状
（
書
簡
番

号
四
十
三
）
に
、
経
亮
が
「
甲
斐
守
保
考
壹
枚
、
外
短
冊
二
数
」
を

土
産
と
し
て
必
器
へ
差
上
げ
る
旨
を
述
べ
て
い
る
が
、
保
考
の
名
の

傍
ら
に
「
書
博
士
。
今
度
、
賢
聖
銘
筆
者
也
」
と
の
注
記
が
あ
る
。

先
述
の
通
り
保
考
が
賢
聖
障
子
の
色
紙
形
に
銘
及
び
小
伝
を
揮
毫
し

た
の
は
寛
政
六
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
当
該
書
簡
が
出
さ
れ

た
時
期
も
そ
れ
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
寛
政
後

半
に
保
考
蔵
本
を
経
亮
が
筆
写
し
た
も
の
を
複
数
確
認
し
て
い
る
。

（
27
）	請
求
記
号
G
二
六
‐
六
六
五
。

（
28
）	請
求
記
号
イ
〇
四
‐
〇
二
四
七
八
‐
〇
一
三
八
。

（
29
）	例
え
ば
増
補
本
系
統
で
あ
る
吉
阪
秀
峻
本
で
は
「
小
田
原
従侍
従

（
挿
入越

符
）
智
正
（
挿
入則

符
）
家
臣
桜
（
マ
マ
）井

半
平
祝
髪
号
拙
斎
」（
傍
記
と
挿

入
符
は
朱
筆
）
と
な
っ
て
お
り
、
誤
写
を
部
分
的
に
共
有
し
て
い
る



─ 275 ─

こ
と
か
ら
松
山
文
庫
本
・
田
藩
文
庫
本
な
ど
と
同
系
統
の
親
本
を
も

と
に
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
諸
本
の
詳
細
な
系
統
樹
を
作
製

す
る
こ
と
は
こ
こ
で
の
論
の
目
的
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
た
め
、
本
稿

で
は
さ
し
あ
た
っ
て
増
補
の
有
無
に
基
づ
く
分
類
を
す
る
に
留
め
、

後
考
を
俟
つ
こ
と
に
し
た
い
。

（
30
）	現
存
資
料
に
照
ら
し
て
も
、
短
冊
や
懐
紙
と
い
っ
た
謹
直
な
態
度
で

書
か
れ
た
も
の
を
除
け
ば
経
亮
の
筆
跡
は
率
直
に
い
っ
て
悪
筆
と
呼

ぶ
ほ
か
な
く
、
こ
う
し
た
誤
脱
も
経
亮
筆
写
本
の
手
の
拙
さ
に
起
因

す
る
部
分
も
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。

（
31
）	請
求
記
号
二
四
八
‐
一
六
二
‐
六
。
整
理
資
料
名
「
中
原
氏
伝
承
品

　

入
木
道
之
事
」。

（
32
）	注
23
前
掲
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
四
六
一
頁
以
降
に
引
か
れ

て
い
る
、
同
じ
く
司
直
に
よ
る
『
入
木
道
注
進
』
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
で

あ
る
が
文
章
は
随
所
で
異
な
る
。
正
徳
五
年
の
「
筆
道
本
源
」
号
下

賜
に
触
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
成
立
は
そ
れ
以
後
と
考
え
ら
れ
る
が
未

詳
。

（
33
）	先
に
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の
諸
本
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
た

忠
良
本
の
持
つ
独
自
要
素
は
こ
の
佐
竹
重
勝
本
と
共
通
し
て
い
る
。

よ
っ
て
両
書
は
共
に
『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
と
は
別
の
、
そ
の
原

型
の
ご
と
き
系
図
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
忠
良
本
を

『
弘
法
大
師
書
流
系
図
』
の
諸
本
に
数
え
た
の
は
不
適
当
で
あ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
忠
良
本
に
は
外
題
に
「
弘
法
大
師
書
流
系

図
」
と
あ
り
、
ま
た
賀
茂
保
考
ま
で
の
系
図
が
備
わ
る
こ
と
か
ら
、

取
り
敢
え
ず
は
例
外
的
な
諸
本
と
し
て
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

（
34
）	中
原
重
行
の
名
は『
地
下
家
伝
』に
は
見
え
な
い
。た
だ
小
笹
喜
三「
家

蔵
大
師
流
諸
家
遺
墨
目
録
」（
注
20
前
掲『
書
道
大
師
流
綜
考
』所
収
）

の
佐
竹
重
威
項
に
「
初
め
姓
中
原
、
の
ち
姓
佐
竹
を
賜
ひ
て
諸
大
夫

に
補
せ
ら
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
彼
ら
は
同
族
で
あ
っ
て
重
行
は

重
威
の
父
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

（
35
）	請
求
記
号
一
五
‐
七
三
九
。
保
考
自
筆
。
奥
書
「
寛
政
丙
辰
年
七
月

従
四
位
下
賀
茂
考
随
筆
了
」。

（
36
）	注
23
前
掲
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
三
九
〇
頁
。

（
37
）	井
上
敏
幸「
鍋
島
直
條
と
寂
源
僧
正
―『
楓
園
家
塵
』抜
書（
四
）―
」

（『
文
芸
と
思
想
』
第
四
十
八
号
、
一
九
八
四
）
参
照
。
当
該
文
章
の

成
立
時
期
を
元
禄
八
年
末
と
す
る
点
に
つ
い
て
も
当
該
論
文
の
指
摘

に
拠
っ
た
。

（
38
）	注
4
前
掲
『
日
本
書
画
苑
』
第
一
巻
五
頁
。

（
39
）	大
本
一
冊
。〔
近
世
後
期
〕
写
。
請
求
記
号
一
五
‐
七
五
九
。
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（
40
）	注
23
前
掲
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
三
八
三
頁
。

（
41
）	や
や
時
代
は
下
る
が
明
の
徐
渭
撰
『
玄
抄
類
摘
』
の
和
刻
本
（
宝
暦

五
年
刊
・
沢
井
穿
石
点
）
の
巻
末
に
も
当
該
系
図
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
言
い
添
え
て
お
く
。

（
42
）	請
求
記
号
セ
二
四
八
‐
一
七
。

（
43
）	セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
。
請
求
記
号
セ
二
〇
四
‐
一
一
五
。
な

お
本
書
は
先
の
『
空
海
書
法
衍
極
伝
』
と
同
様
に
陽
明
文
庫
所
蔵
の

近
衛
家
凞
写
本
を
小
笹
喜
三
が
昭
和
二
十
年
に
謄
写
し
た
も
の
で
あ

る
。

（
44
）	同
じ
大
師
流
で
あ
っ
て
も
賀
茂
流
（
甲
斐
流
）
以
外
に
お
い
て
は
、

韓
方
明
と
空
海
と
を
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
意
識
は
希
薄
で
あ
っ
た

ら
し
く
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
の
所
蔵
す
る
下
川
自
省
著
『
書

法
要
語
并
点
画
』（
セ
二
〇
四
‐
一
〇
三
）
の
寛
政
三
年
の
年
記
あ

る
自
序
に
「
本
邦
筆
道
伝
来
、
弘
法
大
師
以
前
、
余
未
嘗
聞
也
」
と

あ
っ
て
、
空
海
以
前
の
道
統
は
未
詳
と
し
て
い
る
。
下
川
自
省
は
持

明
院
基
輔
の
息
で
あ
る
賢
賀
僧
正
の
門
弟
な
が
ら
賢
賀
と
も
ど
も
大

師
流
の
書
を
能
く
し
た
人
物
で
（
注
20
前
掲
小
笹
喜
三
『
書
道
大
師

流
綜
考
』
参
照
）、
当
該
序
文
中
で
も
「
余
幸
親
炙
良
師
而
学
大
師

之
筆
法
也
」
云
々
と
述
べ
て
い
る
。

（
45
）	鈴
木
淳
「
田
藩
文
庫
考
」（
注
17
前
掲
論
文
）
及
び
同
氏
「『
錦
摺
女

三
十
六
歌
仙
』
出
版
考
」（『
橘
千
蔭
の
研
究
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇

〇
六
）
は
、
後
掲
の
田
藩
文
庫
蔵
『
無
題
銘
伝
書
』
に
お
け
る
保
考

奥
書
で
の
尹
祥
に
関
す
る
言
及
を
紹
介
し
て
両
者
の
関
係
が
良
好
で

は
な
か
っ
た
旨
を
指
摘
し
、
ま
た
緑
川
明
憲
「
大
師
流
継
承
者
と
し

て
の
近
衛
家
熈
」（『
藝
文
研
究
』
第
九
〇
号
、
二
〇
〇
六
）
及
び
同

氏
「「
持
明
院
流
」
考
―
そ
の
本
質
を
知
る
た
め
に
」（『
書
学
書
道

史
研
究
』
第
二
二
号
、
二
〇
一
二
）
は
森
尹
祥
『
書
道
訓
』
中
で
彼

が
大
師
流
の
由
緒
が
不
確
か
で
あ
る
と
批
判
し
た
記
事
に
触
れ
て
い

る
。

（
46
）	『
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
狩
野
文
庫
マ
イ
ク
ロ
版
集
成
』（
丸
善
）

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
て
披
見
。

（
47
）	注
4
前
掲
『
日
本
書
画
苑
』
第
一
巻
一
一
九
頁
。
な
お
引
用
に
際
し

て
句
読
点
を
改
め
た
。
以
下
同
。

（
48
）	注
4
前
掲
『
日
本
書
画
苑
』
第
一
巻
一
二
三
頁
。

（
49
）	国
文
学
研
究
資
料
館
田
藩
文
庫
蔵
。
巻
子
本
一
軸
。
請
求
記
号
一
五

‐
八
一
二
。

（
50
）	写
本
一
冊
。在
府
中
の
詠
を
概
ね
編
年
順
に
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

請
求
記
号
L
二
四
‐
一
六
‐
一
五
六
。
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（
51
）	請
求
記
号
二
〇
二
‐
二
一
五
。

（
52
）	セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
『
歌
道
書
法
草
稿
』
参
照
。
季
鷹
自
筆
。

請
求
記
号
セ
〇
〇
〇
‐
〇
一
七
。
注
1
前
掲
『
書
と
生
き
る
―
江
戸

人
の
文
雅
愛
好
』
の
論
者
解
説
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
53
）	国
文
学
研
究
資
料
館
田
藩
文
庫
蔵
。
請
求
記
号
一
五
‐
七
八
一
。

（
54
）	鈴
木
淳
「
田
藩
文
庫
考
」（
注
17
前
掲
論
文
）
及
び
同
氏
「『
錦
摺
女

三
十
六
歌
仙
』
出
版
考
」（
注
45
前
掲
論
文
）。

（
55
）	国
文
学
研
究
資
料
館
田
藩
文
庫
蔵
。
賀
茂
保
考
自
筆
。
請
求
記
号
一

五
‐
七
五
二
。
引
用
に
際
し
て
原
文
の
片
仮
名
漢
字
文
を
平
仮
名
漢

字
文
に
改
め
た
。

（
56
）	四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
図
書
館
恩
頼
堂
文
庫
蔵
の
『
蔡
邕
書
論
』

（
折
本
一
帖
・
請
求
記
号
六
四
四
）
は
賀
茂
保
考
自
筆
で
文
化
二
年

の
奥
書
を
有
す
る
が
、
そ
の
巻
末
に
当
該
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
他
、
保
考
の
書
作
品
の
落
款
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
を
確
認
し

て
い
る
。

（
57
）	『
退
閑
雑
記
』
後
編
（
八
尾
書
店
、
一
八
九
三
）
四
六
頁
。

（
58
）	藤
岡
通
夫『
京
都
御
所
』（
彰
国
社
、一
九
五
六
）及
び
同
書
新
訂
版（
中

央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
七
）、
川
本
重
雄
・
川
本
桂
子
・
三
浦

正
幸
「
賢
聖
障
子
の
研
究
（
上
）
―
仁
和
寺
蔵
慶
長
度
賢
聖
障
子
を

中
心
に
ー
」（『
国
華
』
第
一
〇
二
八
号
、
一
九
七
九
）、
注
8
前
掲

鎌
田
純
子
「
寛
政
度
御
所
造
営
に
お
け
る
賢
聖
障
子
の
製
作
過
程
に

つ
い
て
」、
同
氏
「
賢
聖
障
子
の
研
究
―
―
寛
政
度
を
中
心
に
―
―
」

（『
金
鯱
叢
書
』
第
三
五
輯
、
二
〇
〇
九
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
59
）	「
請
殊
蒙
天
恩
被
遷
山
城
守
兼
任
近
江
権
介
状
」（『
本
朝
文
粋
』
巻

第
六
奏
状
中
）。

（
60
）	朝
岡
興
禎
『
古
画
備
考
』
四
十
五
「
禁
裏
御
造
営
部
類
」、
及
び
注

58
前
掲
川
本
重
雄
・
川
本
桂
子
・
三
浦
正
幸
「
賢
聖
障
子
の
研
究
（
上
）

―
仁
和
寺
蔵
慶
長
度
賢
聖
障
子
を
中
心
に
ー
」を
も
と
に
作
製
し
た
。

（
61
）	緑
川
明
憲
「
大
師
流
継
承
者
と
し
て
の
近
衛
家
熈
」（『
藝
文
研
究
』

第
九
〇
号
、
二
〇
〇
六
）、
及
び
同
氏
『
豫
楽
院
鑑　

近
衞
家
凞
公

年
譜
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
）
参
照
。

（
62
）	賀
茂
県
主
同
族
会
蔵
本
をA

D
EA
C　

歴
史
資
料
検
索
閲
覧
シ
ス
テ

ム
（https://trc-adeac..trc.co.jp/

）
に
て
披
見
。
引
用
に
際
し
て

適
宜
読
点
を
付
し
た
。

（
63
）	注
4
前
掲
『
日
本
書
画
苑
』
第
一
巻
一
四
〇
頁
。
な
お
同
書
の
編
者

森
公
風
は
尹
祥
の
息
で
あ
る
。

（
64
）	持
明
院
流
入
木
道
の
中
心
が
、
書
自
体
の
巧
拙
と
い
う
よ
り
も
短
冊

や
懐
紙
・
色
紙
形
な
ど
の
書
式
・
書
法
と
い
っ
た
様
式
的
側
面
に
あ
っ
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た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
45
前
掲
緑
川
明
憲
「「
持
明
院
流
」
考
―

そ
の
本
質
を
知
る
た
め
に
」
及
び
西
村
慎
太
郎
「
近
世
持
明
院
入
木

道
に
見
る
公
家
家
職
―
―
そ
の
成
立
と「
秘
伝
」の
伝
播
―
―
」（『
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第　

二
〇
号
、二
〇
一
〇
）
参
照
。

ち
な
み
に
こ
の
時
の
持
明
院
家
当
主
で
あ
る
宗
時
は
、
寛
政
度
内
裏

に
お
い
て
は
年
中
行
事
障
子
の
揮
毫
を
務
め
て
い
る
。

（
65
）	注
37
前
掲
井
上
敏
幸
「
鍋
島
直
條
と
寂
源
僧
正
―
『
楓
園
家
塵
』
抜

書
（
四
）
―
」
所
引
。

（
66
）	注
23
前
掲
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』
四
六
一
頁
以
降
。

（
67
）	国
文
学
研
究
資
料
館
田
藩
文
庫
蔵
『
夜
鶴
書
札
抄
』（
請
求
記
号
一

五
‐
七
四
八
）
の
奥
書
に
「
寛
政
辰
年
加
茂
書
博
士
之
書
不
慮
得
写

尤
不
出
窓
外
者
也　
（
花
押
「
定
国
」）」
と
あ
る
。「
寛
政
辰
年
」
は

寛
政
八
年
。
ま
た
先
に
引
い
た
定
信
著
『
退
閑
雑
記
』
の
記
事
な
ど

を
参
照
。

（
68
）	『
妙
法
院
日
次
記
』
天
明
七
年
六
月
二
日
条
に
「
大
師
御
流
義
入
木

道
、
宮
御
方
御
稽
古
被
成
度
思
召
候
」
云
々
の
書
状
が
保
考
へ
と
遣

わ
さ
れ
た
旨
の
記
事
が
あ
る
。
な
お
、
真
仁
法
親
王
以
前
に
も
妙
法

院
宮
門
跡
で
は
尭
恭
入
道
親
王
が
岡
本
邦
氏
よ
り
大
師
流
の
書
法
を

学
ん
で
い
た
こ
と
が
『
妙
法
院
日
次
記
』
延
享
元
年
十
月
十
日
条
の

「
岡
本
甲
斐
守
参
上
、
筆
道
之
儀
申
上
ル
」
云
々
の
記
事
よ
り
知
ら

れ
る
。
真
仁
法
親
王
の
文
壇
内
で
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
宗
政
五

十
緒
「
真
仁
法
親
王
を
め
ぐ
る
藝
文
家
た
ち
」（『
日
本
近
世
文
苑
の

研
究
』
未
来
社
、
一
九
七
七
、
所
収
）、
今
中
寛
司
「『
妙
法
院
真
仁

親
王
御
直
日
記
』
に
現
れ
た
写
生
派
絵
師
た
ち
」（『
同
志
社
大
学
文

化
学
年
報
』
第
二
十
三
・
二
十
四
合
併
号
、
一
九
七
五
）、
飯
倉
洋

一
「
本
居
宣
長
と
妙
法
院
宮
」（『
江
戸
文
学
』
第
十
二
号
、
一
九
九

四
）　

、同
「
妙
法
院
宮
サ
ロ
ン
」（『
論
集
近
世
文
学
』
五
、勉
誠
社
、

一
九
九
四
）
な
ど
参
照
。

（
69
）	鈴
木
淳
『
橘
千
蔭
の
研
究
』（
注
45
前
掲
書
）
三
四
二
頁
。

（
70
）	近
代
の
大
師
流
に
つ
い
て
は
小
笹
喜
三
『
書
道
大
師
流
綜
考
』（
注

20
前
掲
）
及
び
楠
見
敏
雄
「
近
代
大
師
流
系
譜
考
」（『
密
教
文
化
』

第
一
五
九
号
、
一
九
八
七
）
参
照
。

《
附
記
》
資
料
の
調
査
閲
覧
に
際
し
て
各
所
蔵
機
関
及
び
所
蔵
者
の
方
々

よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
B
「
橋
本
経

亮
旧
蔵
資
料
の
悉
皆
調
査
を
通
じ
た
近
世
和
学
研
究
の
基
礎
構
築
」
研

究
課
題
番
号
二
六
七
七
〇
〇
八
四
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


